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巻か

ん

頭と

う

言げ

ん

室　雅彦
院長

本
年
5
月
8
日
よ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
を
感
染
症
法
第
2
類
相
当
か
ら
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
5
類
に
引
き

下
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
が
日
本
に
上
陸
し
て
か
ら
3
年

が
経
過
し
、約
3
，2
0
0
万
人
が
感
染
し

6
5
，0
0
0
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
現
在

の
オ
ミ
ク
ロ
ン
B
A
5
株
が
中
心
の
第
8

波
は
徐
々
に
感
染
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
5
類
に
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
性
質
が
変
わ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
米
国
で
蔓
延
し

て
い
る
X
B
B
．1
．5
株
は
感
染
力
が
強

く
、い
ず
れ
日
本
で
も
第
9
波
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
の
現
状
の
中
5
類
に
な
っ
た

ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
も
そ
も
2
類
感
染
症
は
感
染
力
や
罹

患
し
た
場
合
の
重
篤
性
な
ど
に
基
づ
く
総

合
的
な
観
点
か
ら
み
た
危
険
性
の
高
い
感

染
症
と
定
義
さ
れ
、感
染
者
に
対
し
て
入

院
措
置
や
消
毒
措
置
が
可
能
で
す
。
5
類

感
染
症
は
国
が
感
染
症
発
生
動
向
調
査
を

行
い
、そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
情
報

を
国
民
や
医
療
関
係
者
な
ど
に
提
供
・
公

開
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、発
生
・
拡
大

を
防
止
す
べ
き
感
染
症
と
定
義
さ
れ
、入

院
措
置
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
5
月
8
日
以
降
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
変
更
に
な
る
か

広
島
県
の
移
行
案（
3
月
末
時
点
）を
参
考

に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
．入
院

①
医
療
機
関
の
対
応
：
幅
広
い
医
療
機
関

で
対
応
で
き
る
よ
う
、確
保
病
床
の
対

象
を
縮
小

②
公
費
負
担
：
一
定
期
間（
9
月
末
？
）自
己

負
担
の
軽
減
を
図
る
が
終
了
の
見
込
み

③
入
院
調
整
：
主
に
医
療
機
関
間
に
よ
る

調
整

　

5
月
31
日
ま
で
は
県
の
医
療
調
整
本
部

に
よ
る
調
整

　

6
月
1
日
か
ら
9
月
末
ま
で
は
県
の
医

療
調
整
本
部
で
相
談
対
応

　

以
降
は
調
整
終
了

２
．外
来

①
医
療
機
関
の
対
応
：
コ
ロ
ナ
対
応
可
能
な

医
療
機
関
の
維
持
、拡
大
を
図
る

※（
案
と
し
て
）医
師
な
ど
の
応
招
義
務

に
つ
い
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
罹
患
又
は
そ
の
疑
い
の
み
を

理
由
と
し
た
診
療
の
拒
否
は「
正
当

な
事
由
」に
該
当
し
な
い
取
り
扱
い
と

な
り
、基
本
的
に
は
ど
の
診
療
所
で
も

検
査
・
診
断
・
治
療
が
行
わ
れ
る
べ
き
。

救
急
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
ど
の

救
急
対
応
病
院
で
も
受
け
入
れ
が
行

わ
れ
る
べ
き
。（
コ
ロ
ナ
輪
番
の
廃
止
）

②
公
費
負
担
：
検
査
費
用
・
そ
の
他
外
来
医

療
費
は
公
費
負
担
終
了
の
見
込
み

　

コ
ロ
ナ
治
療
薬
は
公
費
負
担
を
一
定
期

間（
9
月
末
？
）継
続

３
．有
症
状
者
、患
者
へ
の
支
援
な
ど

①
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
：
当
面
継
続

②
P
C
R
検
査・薬
局
等
検
査（
無
料
）：終
了

③
陽
性
者
登
録
セ
ン
タ
ー
：
終
了

④
患
者
搬
送
体
制
の
確
保：終
了（
入
院
搬
送

に
つ
い
て
は
継
続
の
可
能
性
あ
り
）

４
．自
宅
療
養

①
健
康
観
察（
症
状
把
握
等
な
ど
）：終
了

②
電
話・オ
ン
ラ
イ
ン
診
療（
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
セ
ン
タ
ー
）：
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
セ
ン

タ
ー
は
終
了（
地
域
の
医
療
機
関
、薬
局

で
の
対
応
に
移
行
）

③
自
宅
療
養
者
相
談
セ
ン
タ
ー：S
M
S
送

信
は
終
了
、療
養
証
明
書
発
行
は
6
月
末

を
目
途
に
終
了
。
電
話
相
談
対
応
は
当
面

継
続

④
自
宅
療
養
支
援
物
資
の
配
送：終
了

⑤
未
就
学
児
も
含
む
児
童・
生
徒
の
出
席
停

止
措
置：原
則
発
症
後
5
日
間

　

大
人
に
は
療
養
の
目
安
と
し
て
上
記
を
呼

び
か
け

５
．宿
泊
療
養

①
宿
泊
療
養
施
設
の
確
保
、運
営
：
終
了

６
．施
設
療
養
、施
設
支
援

①
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策（
感
染
症
医
療
支
援

チ
ー
ム
の
派
遣
）：当
面
継
続

②
往
診
可
能
医
療
機
関
登
録
・
派
遣
：
当
面

継
続

③
高
齢
者
施
設
職
員
等
へ
の
定
期
検
査：
当

面
継
続

７
．ワ
ク
チ
ン

①
公
費
負
担
等
：
公
的
関
与
は
高
齢
者
、基

礎
疾
患
を
有
す
る
患
者
、初
回
接
種
に

限
定

②
対
象
者
、回
数
等：
高
齢
者
等
は
2
回
、そ

れ
以
外
は
1
回

　

5
－
8
月：
高
齢
者
、基
礎
疾
患
を
有
す

る
患
者
、医
療・介
護
従
事
者

コ
ロ
ナ
が
5
類
に
な
っ
た
時
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14	 胃がん施設認定A取得！
15	 ロボット支援下直腸手術を開始しました
	 胃ロボット手術プロクター（指導医）
	 資格取得！
16	 非侵襲性出生前遺伝学的検査
	 （NIPT）を開始しました
18	 病院事業会計予算の概要について

19	 第49回	 歯っと思ったこと
20	 第 5 回	 小児科ミニコラム
23	 第20回	
	 認知症ケアチームの気になる話
24	 第 1 回	 看護部研修だより
26	 認定看護師ニュースレター
27　ニュース　
28　第 2 回	 小児治験の取組み　
29　病院利用者のご意見　
30　外来診療担当表
32　ひまわり

　

9
－
12
月：
5
歳
以
上
で
2
回
以
上
接
種

済
の
者
全
員

8
．特
例
措
置
法
関
係
等

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
広
島
県

対
策
本
部：終
了

②
県
の
対
処
方
針（
協
力
要
請
、イ
ベ
ン
ト

の
開
催
条
件
）：終
了

③
積
極
ガ
ー
ド
ゴ
ー
ル
ド
認
証
制
度
、コ
ロ

ナ
対
策
取
組
宣
言
店
、積
極
ガ
ー
ド
店：

終
了

④
新
型
コ
ロ
ナ
ま
と
め
サ
イ
ト（
県
H
P
）：

感
染
者
数
の
毎
日
更
新
は
終
了

　

定
点
医
療
機
関
の
患
者
数
を
週
1
回
ま

と
め
て
公
表

⑤
コ
ロ
ナ
デ
ー
タ
サ
イ
ト
、感
染
事
例
等
サ

イ
ト（
県
H
P
）：更
新
終
了

以
上
の
よ
う
に
、今
後
症
状
の
あ
る
方

は
、感
冒
や
、季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
様
に
、一
般
の
診
療
・
検
査
医
療
機
関
を

受
診
し
、陽
性
で
あ
れ
ば
自
宅
・
施
設
で
療

養
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
症
状
が
悪
化

し
た
場
合
は
入
院
を
ま
ず
利
用
が
あ
る
医

療
機
関
へ
、次
に
受
診
し
た
診
療
所
の
連

携
先
医
療
機
関
、
最
後
に
確
保
病
床
を
有

す
る
医
療
機
関
に
依
頼
し
ま
す
。
医
療
費

は
当
面
国
負
担
で
継
続
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、い
ず
れ
は
保
険
医
療
で
個
人
負

担
に
な
り
ま
す
。
た
だ
現
在
適
応
に
な
っ

て
い
る
治
療
3
剤
は
高
額
で
あ
り
、ま
た

重
症
化
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
が
軽
症

者
に
は
使
い
づ
ら
い
薬
剤
な
の
で
問
題
が

残
り
ま
す
。

当
院
で
も
以
下
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
本
方
針

５
類
に
移
行
し
て
も
ウ
イ
ル
ス
の
特
性

は
変
わ
ら
な
い
の
で
、病
院
機
能
の
維
持
・

継
続
を
基
本
と
し
て
必
要
な
感
染
対
策
を

講
じ
て
、患
者
さ
ん
は
も
と
よ
り
職
員
へ

の
感
染
を
防
ぎ
ま
す
。

感
染
対
策

原
則
、入
館
者
に
は
マ
ス
ク
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。
換
気
は
継
続
、入
り
口
の

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、検
温
器
・
受
付
な
ど
に

設
置
の
ア
ク
リ
ル
板
も
残
し
ま
す
。

面
会

一
定
の
制
限
を
設
け
て
実
施
し
ま
す
。

（
詳
細
は
ま
た
H
P
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
）

入
院
前
検
査（
P
C
R
・
抗
原
定
量
検
査
）

予
定
入
院
で
は
原
則
実
施
し
ま
せ
ん
。

予
定
入
院
で
あ
っ
て
も
有
症
状
者
に
は
実

施
し
ま
す
。
緊
急
入
院
で
は
今
ま
で
通
り

実
施
し
ま
す
。
検
査
の
結
果
、
陽
性
が
判

明
し
た
場
合
の
入
院
の
可
否
は
担
当
医
の

判
断
に
よ
り
ま
す
。

紹
介
患
者
の
受
け
入
れ

基
本
的
に
は
当
院
で
は
か
か
り
つ
け
の
患

者
さ
ん
や
専
門
性
の
高
い
患
者
さ
ん
を
診
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
感
染
対
策
は
堅
持
し
、

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
を
守
り
、

社
会
、経
済
、教
育
を
コ
ロ
ナ
前
に
戻
す
こ

と
と
、必
要
な
医
療
提
供
を
維
持
す
る
こ

と
が
今
後
の
目
的
で
あ
り
、国
・
県
・
市
・
医

師
会
と
協
力
し
て
段
階
的
に
引
き
下
げ
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
も
５
類
に
な
っ
て
も
気
を
緩
め

ず
、十
分
な
感
染
対
策
を
継
続
し
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。

特 集

連 載

 2   巻頭言　　

 4	 2023年度新体制
 5	 就任のあいさつ
 6	 新任医師・
	 初期臨床研修医紹介
10	看護部新体制
12	地域医療連携課と
	 泌尿器科の取組み

［表紙写真について］
今年度、新採用となった看護部の集合写真です。

「ばら」110号もくじ
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2
0
2
3
年
度

特
集

新
体
制
の
紹
介

今
年
度
の
人
事
異
動
で
、
経
営
企
画
部
建
設

担
当
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
渡
邉
桂
司
で
す
。

今
年
度
か
ら
工
事
が
本
格
化
す
る
病
院
増

改
築
事
業
を
担
当
い
た
し
ま
す
。

本
事
業
は
、
竣
工
か
ら
45
年
経
過
し
、
老

朽
化
・
狭
隘
化
し
た
現
本
館
を
新
本
館
に
新

た
に
改
築
す
る
と
と
も
に
、
東
館
・
西
館
の

改
修
を
含
め
た
病
院
全
体
の
部
門
配
置
の
再

編
を
行
い
、
病
棟
・
診
療
部
門
の
集
約
に
よ

る
医
療
機
能
の
強
化
・
効
率
化
を
図
る
た
め

実
施
す
る
も
の
で
す
。
一
方
で
、
医
療
を
継

続
し
な
が
ら
本
館
の
建
て
替
え
や
既
存
棟
の

改
修
工
事
を
行
う
た
め
、
建
築
・
改
修
・
解

体
と
い
っ
た
複
雑
な
工
事
ス
テ
ッ
プ
を
繰
り

返
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
新
本
館
の
建
設
に
お
い
て
は
、
現
本

館
を
使
用
し
な
が
ら
段
階
的
に
建
て
替
え
て

い
く
、
い
わ
ゆ
る「
現
地
建
て
替
え
」を
行

う
た
め
、
大
き
く
Ⅰ
期
工
事
と
Ⅱ
期
工
事
に

分
け
て
建
設
し
、
最
終
的
に
一
体
化
す
る
計

画
で
す
。
そ
の
た
め
、
全
体
工
事
の
完
成
は

2
0
3
2
年
度（
令
和
14
年
度
）末
を
見
込

ん
で
お
り
、
今
後
、
お
お
よ
そ
10
年
に
渡
る

長
丁
場
と
な
る
も
の
で
す
。

対
応
し
た
施
設
の
機
能
強
化
が
図
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
増
改
築
事
業
は
そ
の

集
大
成
と
な
る
も
の
と
受
け
止
め
て
お
り
、

工
事
を
統
括
す
る
者
と
し
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

私
ご
と
な
が
ら
、
2
0
0
1
年
度（
平
成

13
年
度
）か
ら
2
0
0
5
年
度（
平
成
17
年

度
）ま
で
の
5
年
間
、
当
時
は
市
役
所
営
繕

課
の
病
院
建
設
担
当
と
し
て
、
東
館
の
増
築

と
現
本
館
の
全
面
改
修
工
事
に
携
わ
っ
て
お

り
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
、
騒
音
や
振
動
、
ま
た
想
定

外
の
影
響
に
よ
り
、
お
叱
り
を
受
け
る
こ
と

も
幾
度
と
な
く
あ
り
、
医
療
を
継
続
し
な
が

ら
の
病
院
工
事
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
も
の

で
す
が
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
、
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら

工
事
を
無
事
や
り
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

医
療
現
場
に
お
け
る
工
事
の
安
全
対
策
や
環

境
対
策
の
あ
り
方
、
工
事
側
と
病
院
側
の
相

互
連
携
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
身
を
も
っ
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
得
難
い
経
験
で
あ

り
、
私
自
身
の
貴
重
な
財
産
と
な
り
礎
と

な
っ
て
い
ま
す
。

あ
れ
か
ら
18
年
、
今
回
は
病
院
組
織
の

一
員
と
し
て
、
再
び
増
改
築
事
業
に
携
わ
る

ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
工
事
に
際
し
て

は
、
医
療
現
場
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
未
然

に
課
題
解
決
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
か
つ
着

実
な
進
捗
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

も
と
よ
り
、
本
事
業
は
多
岐
に
わ
た
る
移

転
改
修
を
伴
う
も
の
で
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
両
輪
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
成
り
立
た

な
い
事
業
で
す
。

今
後
、
院
内
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
等

と
も
し
っ
か
り
と
連
携
を
図
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
本
事
業
が
円
滑
に
遂
行
で
き
る
よ
う
、

建
設
担
当
部
長
と
し
て
精
一
杯
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
、
ま
た
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
新
本
館
Ⅰ
期
工
事
は
、
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
早
期
開
設
を
踏
ま
え
、

Ⅰ
期
完
成
後
、
速
や
か
に
運
用
が
開
始
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
長
期
事
業
の
中
に
あ
っ
て
、

ひ
と
つ
の
大
き
な
節
目
と
な
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

改
築
す
る
新
本
館
は
、
地
下
1
階
、
地

上
7
階
建
て
、
屋
上
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置

す
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
延
べ
面
積
は
約

2
8
︐8
0
0
㎡
で
、
現
本
館
の
１
．４
倍
の

面
積
規
模
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
予
想
さ
れ
る
大
地
震
時
に
も

医
療
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
地
震
力
を
吸
収

し
建
物
の
揺
れ
を
最
小
限
に
抑
え
る「
免
震

構
造
」を
採
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
基
本
設
計
を
終
え
実
施
設
計
を
進

め
て
い
ま
す
。
年
内
に
は
概
ね
設
計
を
完
了

し
、
本
年
度
内
に
新
本
館
の
建
設
工
事
に
着

手
す
る
予
定
で
す
。

当
院
で
は
、
1
9
7
7
年（
昭
和
52
年
）

に
現
在
地
へ
開
院
し
て
以
来
、
備
後
圏
域
の

基
幹
病
院
と
し
て
、
こ
の
間
、
東
館
・
西
館

を
増
築
、「
が
ん
・
救
急
・
高
度
専
門
医
療
」

を
充
実
す
る
な
ど
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化
に 渡

わた　なべ

邉　桂
け い

司
し

建設担当部長

建
設
担
当
部
長
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膝関節を中心とした下肢の変性疾患を専門に診療し
ています。歩く時に足が痛かったり、しびれたり、関節
が動かしにくい症状がある時には是非相談ください。

■趣味：料理　座右の銘：初心忘るべからず

整形外科専攻医の藤井貴昭です。初期研修から引き
続き当院でお世話になります。まだまで未熟ではありま
すが、地域の皆さまのお役に立てるよう精進してまいり
ます。

■趣味：ゴルフ、お酒　座右の銘：有言実行

初めまして。今年度から配属となりました、卒後5年目
の形成外科 大森啓史と申します。出身は熊本県であ
り、大学から岡山に来まして福山に来たのは初めてで
す。まだまだ未熟ではありますが、少しでもこの福山で
力になれたらと思います。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

■趣味：弓道、読書　座右の銘：習慣は第二の天性なり

初めまして。形成外科専攻医1年目の土屋光太と申しま
す。昨年度まで沖縄の県立病院にて初期研修を行って
おりました。広島県に来てまず嬉しかった事は、海産物
が美味しいことでした。患者さんに寄り添った医療を心
がけ、最善を尽くしていきたいと思います。よろしくお願
いいたします。

■趣味：ゴルフ　座右の銘：知足者富

今年から1年間福山市民病院で勤務させていただく
ことになりました。川崎医科大学附属病院にて4年間
医師として勤務し、今年で5年目になります。まだまだ
若輩ではございますが、皆さまに寄り添った医療を提
供できるよう努力して参りますので、どうぞよろしくお
願いいたします。　

■趣味：旅行　座右の銘：有言実行

出身は福山で以前福山市民病院で5年間働いてお
り、3年ぶりに再び当院で勤務することになりました。
消化器疾患を専門に診察、治療を行っています。安全
な医療を提供できるように頑張りますので、これから
よろしくお願いいたします。

■趣味：バドミントン　座右の銘：人事を尽くして天命
を待つ

4月より内科にて勤務をしています滝貴大と申します。
初期研修と専門医研修を当院にてスタートした後に、
地域や大学病院など当院とはまた違った環境での研
修をしておりました。呼吸器内科領域を中心に幅広い
内科診療で地域のみなさまに寄り添い支えていける
よう、日々勉強しながら精一杯頑張っていきますので、
よろしくお願いいたします。
■趣味：チェロの演奏、オーケストラ　座右の銘：報恩
謝徳

医師一覧はこちら▶

内科

山内宗一郎
や ま  う ち   そ う   い ち   ろ う

内科 科長

根岸 　慎
 ね　  ぎ し　　　　　し ん

内科

滝 　貴大
た き　　  　　 た か   ひ ろ

整形外科 科長

岡田 幸正
お か    だ   　  ゆ き    ま さ

整形外科

藤井 貴昭
ふ じ     い　     た か   あ き

形成外科

大森 啓史
お お   も り　    ひ ろ     し

形成外科

土谷 光太
つ ち     や　     こ う      た

今年度より消化器内科医として1年間福山市民病院で研
修させていただく専攻医3年目の山内美翔と申します。出
身地は愛媛県で、初期研修から前年度まで岡山県の川
崎医科大学附属病院で研修しており、広島県で過ごすの
は初めてです。また、市中病院で勤務させていただくこと
も初めてなのでご迷惑をおかけするかと思いますが、患
者さまや医療スタッフの皆さまとの出会いを大切に日々
頑張っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。
■趣味：愛猫と遊ぶ　座右の銘：一期一会

内科

山内 美翔
や ま　う ち　　  み　　か

4月より内科に赴任いたしました越智清暁と申します。
広島市民病院から転勤して参りました。福山市民病院
で勤務させていただけて感謝しています。
福山の医療に貢献できるよう努力してまいりますの
で、よろしくお願いいたします。

■趣味：旅行　座右の銘：一期一会

内科

越智 清暁
お        ち     　 き よ   あ き

初めまして。香川県立中央病院からまいりました循環
器内科の津島龍と申します。不整脈領域を中心に診
療に携わらせていただきます。至らない点も多々ある
かと思いますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。

■趣味：テニス　座右の銘：一期一会

循環器内科 医長

津島 　龍
つ      し ま　              りゅう

この度、産婦人科に赴任となりました医師23年目の
早田桂と申します。前任地の岡山大学病院では約11
年間、主に周産期医療に従事し、ハイリスク妊娠・分
娩、産科救急に対応してきました。また臨床遺伝専門
医の資格があり、出生前診断に関する遺伝カウンセ
リングも行います。妊産婦、胎児がより高い水準で医
療の恩恵を受けることができるよう、精進してまいりま
す。どうぞ宜しくお願い申し上げます。
■趣味：旅行、キャンプ、中日ドラゴンズ　座右の銘：木鶏

産婦人科 科長
は や     た　               け い

早田　 桂

外科専攻医1年目の早間洋平と申します。初期臨床研
修2年間に引き続き、当院で研鑽を積めることを嬉し
く思います。外科・呼吸器外科の診療を通して患者さ
まに寄り添う医療が提供できるよう日々努めて参りま
す。未熟で至らない点もあるかと思いますが、誠心誠
意頑張ります。引き続きよろしくお願いいたします。

■趣味：キャンプ、ゲーム　座右の銘：為せば成る

外科

早間 洋平
は や     ま　      よ う   へ い

循環器内科 新任の齊藤宇亮と申します。出身は岡山
市で前任地は山口県岩国市でした。最近はサウナを
習慣としておりますが、福山市には個人的に良いサウ
ナ施設が複数あり、サ活が充実しそうです。今後は福
山の循環器診療に貢献出来るよう精進してまいりま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

■趣味：トレーニング、サウナ　座右の銘：人間万事塞
翁が馬

循環器内科

齊藤 宇亮
さ い   と う　    た か   あ き

外科専攻医の桑田起雄と申します。初期研修から引
き続き当院で勤務させていただきます。地元福山の医
療に少しでも貢献できるように日々研鑽を積んでまい
ります。至らぬ点もあるかと思いますが、よろしくお願
いいたします。

■趣味：ドライブ、料理　座右の銘：一期一会

外科
く わ     だ　    た つ     お

桑田 起雄

外科専攻医1年目の藤井広と申します。2年間の初期
研修から引き続き当院にて働くこととなりました。まだ
まだ分からないことだらけではありますが、福山の医
療に貢献できるように研鑽していきますので今後とも
よろしくお願いいたします。

■趣味：サイクリング　座右の銘：七転び八起き

外科

藤井 　広
ふ じ     い　                ひ ろ

川崎医科大学から参りました長田瑠莉と申します。私
は鳥取県米子市出身で大学入学と共に山陽側へ来
ました。初期研修中に腎臓内科の扱う疾患は急性期
から慢性期と幅広く、また全身臓器と関わることも多
い点に魅力を感じ腎臓内科に進みました。腎臓専門、
また内科として少しでもお力になれるよう頑張って参
りますのでよろしくお願いいたします。
■趣味：料理　座右の銘：神は乗り越えられる試練し
か与えない

内科

長田 瑠莉
な が    た　        る        り

今年度より新任で参りました、卒後3年目の丸谷梨栄と申しま
す。専攻は消化器内科です。尾道市出身で、中高は広大附属
（広島）に通い岡山大学を卒業後、初期は岡山市民病院で研修
をしていました。邦ロックが好きなのと、初期研修医時代からキャ
ンプにはまっているのでお勧めのキャンプ場があれば是非教え
てください。不慣れなことが多いですが、誠実に仕事に取り組ん
でいきたいと思います。これからどうぞ宜しくお願いいたします。
■趣味：音楽鑑賞、ライブ・フェス参戦、硬式テニス、キャンプ　
座右の銘：塵も積もれば山となる　

内科

丸谷 梨栄
ま る    た に　      り        え

はじめまして。今年度から内科の専攻医として研修さ
せていただきます安富有希と申します。まだまだ未熟
で至らない点も多くありますが、一生懸命頑張ります。
また福山に住むのは初めてなので色 ご々教示いただ
けたらと思います。よろしくお願いいたします。
　

■趣味：旅行　座右の銘：継続は力なり

内科

安富 有希
  や す   と み　     ゆ        き

初期研修医から引き続きお世話になります。ご迷惑を
かけることも多々あるとは思いますが、半年間よろしく
お願いします。

■趣味：キャンプ　座右の銘：一所懸命

整形外科

 市川 天彦
い ち   か わ　  た か   ひ こ

専攻医1年目の宮本奈実と申します。初期研修から
引き続き当院で勤務させていただきます。福山の医
療に貢献できるよう頑張ります。よろしくお願いいた
します。

■趣味：読書　座右の銘：継続は力なり

内科

宮本 奈実
み や    も と         な        み
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ます。

■趣味：弓道、読書　座右の銘：習慣は第二の天性なり

初めまして。形成外科専攻医1年目の土屋光太と申しま
す。昨年度まで沖縄の県立病院にて初期研修を行って
おりました。広島県に来てまず嬉しかった事は、海産物
が美味しいことでした。患者さんに寄り添った医療を心
がけ、最善を尽くしていきたいと思います。よろしくお願
いいたします。

■趣味：ゴルフ　座右の銘：知足者富

今年から1年間福山市民病院で勤務させていただく
ことになりました。川崎医科大学附属病院にて4年間
医師として勤務し、今年で5年目になります。まだまだ
若輩ではございますが、皆さまに寄り添った医療を提
供できるよう努力して参りますので、どうぞよろしくお
願いいたします。　

■趣味：旅行　座右の銘：有言実行

出身は福山で以前福山市民病院で5年間働いてお
り、3年ぶりに再び当院で勤務することになりました。
消化器疾患を専門に診察、治療を行っています。安全
な医療を提供できるように頑張りますので、これから
よろしくお願いいたします。

■趣味：バドミントン　座右の銘：人事を尽くして天命
を待つ

4月より内科にて勤務をしています滝貴大と申します。
初期研修と専門医研修を当院にてスタートした後に、
地域や大学病院など当院とはまた違った環境での研
修をしておりました。呼吸器内科領域を中心に幅広い
内科診療で地域のみなさまに寄り添い支えていける
よう、日々勉強しながら精一杯頑張っていきますので、
よろしくお願いいたします。
■趣味：チェロの演奏、オーケストラ　座右の銘：報恩
謝徳

医師一覧はこちら▶

内科

山内宗一郎
や ま  う ち   そ う   い ち   ろ う

内科 科長

根岸 　慎
 ね　  ぎ し　　　　　し ん

内科

滝 　貴大
た き　　  　　 た か   ひ ろ

整形外科 科長

岡田 幸正
お か    だ   　  ゆ き    ま さ

整形外科

藤井 貴昭
ふ じ     い　     た か   あ き

形成外科

大森 啓史
お お   も り　    ひ ろ     し

形成外科

土谷 光太
つ ち     や　     こ う      た

今年度より消化器内科医として1年間福山市民病院で研
修させていただく専攻医3年目の山内美翔と申します。出
身地は愛媛県で、初期研修から前年度まで岡山県の川
崎医科大学附属病院で研修しており、広島県で過ごすの
は初めてです。また、市中病院で勤務させていただくこと
も初めてなのでご迷惑をおかけするかと思いますが、患
者さまや医療スタッフの皆さまとの出会いを大切に日々
頑張っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。
■趣味：愛猫と遊ぶ　座右の銘：一期一会

内科

山内 美翔
や ま　う ち　　  み　　か

4月より内科に赴任いたしました越智清暁と申します。
広島市民病院から転勤して参りました。福山市民病院
で勤務させていただけて感謝しています。
福山の医療に貢献できるよう努力してまいりますの
で、よろしくお願いいたします。

■趣味：旅行　座右の銘：一期一会

内科

越智 清暁
お        ち     　 き よ   あ き

初めまして。香川県立中央病院からまいりました循環
器内科の津島龍と申します。不整脈領域を中心に診
療に携わらせていただきます。至らない点も多々ある
かと思いますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。

■趣味：テニス　座右の銘：一期一会

循環器内科 医長

津島 　龍
つ      し ま　              りゅう

この度、産婦人科に赴任となりました医師23年目の
早田桂と申します。前任地の岡山大学病院では約11
年間、主に周産期医療に従事し、ハイリスク妊娠・分
娩、産科救急に対応してきました。また臨床遺伝専門
医の資格があり、出生前診断に関する遺伝カウンセ
リングも行います。妊産婦、胎児がより高い水準で医
療の恩恵を受けることができるよう、精進してまいりま
す。どうぞ宜しくお願い申し上げます。
■趣味：旅行、キャンプ、中日ドラゴンズ　座右の銘：木鶏

産婦人科 科長
は や     た　               け い

早田　 桂

外科専攻医1年目の早間洋平と申します。初期臨床研
修2年間に引き続き、当院で研鑽を積めることを嬉し
く思います。外科・呼吸器外科の診療を通して患者さ
まに寄り添う医療が提供できるよう日々努めて参りま
す。未熟で至らない点もあるかと思いますが、誠心誠
意頑張ります。引き続きよろしくお願いいたします。

■趣味：キャンプ、ゲーム　座右の銘：為せば成る

外科

早間 洋平
は や     ま　      よ う   へ い

循環器内科 新任の齊藤宇亮と申します。出身は岡山
市で前任地は山口県岩国市でした。最近はサウナを
習慣としておりますが、福山市には個人的に良いサウ
ナ施設が複数あり、サ活が充実しそうです。今後は福
山の循環器診療に貢献出来るよう精進してまいりま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

■趣味：トレーニング、サウナ　座右の銘：人間万事塞
翁が馬

循環器内科

齊藤 宇亮
さ い   と う　    た か   あ き

外科専攻医の桑田起雄と申します。初期研修から引
き続き当院で勤務させていただきます。地元福山の医
療に少しでも貢献できるように日々研鑽を積んでまい
ります。至らぬ点もあるかと思いますが、よろしくお願
いいたします。

■趣味：ドライブ、料理　座右の銘：一期一会

外科
く わ     だ　    た つ     お

桑田 起雄

外科専攻医1年目の藤井広と申します。2年間の初期
研修から引き続き当院にて働くこととなりました。まだ
まだ分からないことだらけではありますが、福山の医
療に貢献できるように研鑽していきますので今後とも
よろしくお願いいたします。

■趣味：サイクリング　座右の銘：七転び八起き

外科

藤井 　広
ふ じ     い　                ひ ろ

川崎医科大学から参りました長田瑠莉と申します。私
は鳥取県米子市出身で大学入学と共に山陽側へ来
ました。初期研修中に腎臓内科の扱う疾患は急性期
から慢性期と幅広く、また全身臓器と関わることも多
い点に魅力を感じ腎臓内科に進みました。腎臓専門、
また内科として少しでもお力になれるよう頑張って参
りますのでよろしくお願いいたします。
■趣味：料理　座右の銘：神は乗り越えられる試練し
か与えない

内科

長田 瑠莉
な が    た　        る        り

今年度より新任で参りました、卒後3年目の丸谷梨栄と申しま
す。専攻は消化器内科です。尾道市出身で、中高は広大附属
（広島）に通い岡山大学を卒業後、初期は岡山市民病院で研修
をしていました。邦ロックが好きなのと、初期研修医時代からキャ
ンプにはまっているのでお勧めのキャンプ場があれば是非教え
てください。不慣れなことが多いですが、誠実に仕事に取り組ん
でいきたいと思います。これからどうぞ宜しくお願いいたします。
■趣味：音楽鑑賞、ライブ・フェス参戦、硬式テニス、キャンプ　
座右の銘：塵も積もれば山となる　

内科

丸谷 梨栄
ま る    た に　      り        え

はじめまして。今年度から内科の専攻医として研修さ
せていただきます安富有希と申します。まだまだ未熟
で至らない点も多くありますが、一生懸命頑張ります。
また福山に住むのは初めてなので色 ご々教示いただ
けたらと思います。よろしくお願いいたします。
　

■趣味：旅行　座右の銘：継続は力なり

内科

安富 有希
  や す   と み　     ゆ        き

初期研修医から引き続きお世話になります。ご迷惑を
かけることも多々あるとは思いますが、半年間よろしく
お願いします。

■趣味：キャンプ　座右の銘：一所懸命

整形外科

 市川 天彦
い ち   か わ　  た か   ひ こ

専攻医1年目の宮本奈実と申します。初期研修から
引き続き当院で勤務させていただきます。福山の医
療に貢献できるよう頑張ります。よろしくお願いいた
します。

■趣味：読書　座右の銘：継続は力なり

内科

宮本 奈実
み や    も と         な        み
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泌尿器科の浅原啓介と申します。当院で初期研修を
修了し、泌尿器科専攻医として引き続き当院で勤務す
ることになりました。一人一人の出会いを大事にして、
よりよい医療を提供できるよう頑張って参ります。これ
からよろしくお願いいたします。

■趣味：料理、ジム　座右の銘：一期一会

4月より初期臨床研修医として働かせていただいてお
ります、岡亮太朗と申します。香川県出身で岡山大学
を卒業しました。大学ではユースホステルクラブとい
う部活に所属しておりました。至らぬ点も多く、ご迷惑
をおかけすると思いますが、どうぞよろしくお願いい
たします。

■趣味：海外旅行　座右の銘：日進月歩

広島市民病院より参りました、眼科の奥田聖瞳と申し
ます。出身は松永で、馴染みのある地で働けることを
嬉しく思います。よろしくお願いします。

■趣味：マラソン　座右の銘：継続は力なり

今年度より麻酔科専攻医として赴任いたしました窪木
福太郎です。福山医療センターで初期研修をした後、
岡山大学病院で1年間後期研修をしておりました。こ
の度福山に戻ってくることができ嬉しく思っています。
いち早く新しい環境に慣れ、福山の医療に貢献でき
るように頑張ります。どうぞよろしくお願いいたします。

■趣味：映画鑑賞、料理　座右の銘：神色自若

呉出身、広島大学卒ですが、縁あって福山で仕事をさ
せて頂くことになりました。赤ちゃんからお年寄りま
で、すべての患者さん、すべての臓器を診られる医師
に憧れ、この道を選びました。どんな時でも冷静で熱
く笑顔の（内面は）イケメン？救急医を目指して頑張り
ます。患者さま、他の医療者の皆さまに信頼され、親し
まれる医師であれるよう努めてまいりますので、ご指
導よろしくお願いいたします。
■趣味：旅行、ドライブ 座右の銘：Help ever, hurt never

4月より初期研修医として働かせていただいております、
小寺未来と申します。福山市出身で、広島大学附属福山
中高、岡山大学を卒業しております。自分を育ててくれた
大切な地である福山市で働けますことを大変うれしく
思っております。1つ1つの出会いや経験を糧に、皆さま
に信頼していただけるような医師を目指して精進して参り
ますので、何卒よろしくお願いいたします。

■趣味：ライブ鑑賞　座右の銘：誠心誠意

4月から乳腺甲状腺外科に赴任いたしました吉川公
見子と申します。
香川県の出身で、これまでは瀬戸内海沿岸の中四国
の病院で外科の研修を行ってきました。この度福山市
民病院に赴任できたことを大変嬉しく思っておりま
す。微力ではありますが、少しでも皆さまのお役に立て
るよう努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げ
ます。
■趣味：読書、パン作り　座右の銘：塞翁が馬

小児科専攻医1年目の中村祐太と申します。福山市民病
院小児科専門研修プログラムのもと、初期臨床研修に
引き続き、今年度も福山市民病院で勤務させていただき
ます。いずれは小児科の中でも専門分野を定めていくこ
とになると思いますが、まずは一般小児をしっかりと学び、
小児の総合診療医としての基礎を固めていく所存です。
引き続きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
　

眼科レジデント２年目の山本美穂です。まだまだ眼科
医として未熟ではありますが、2年間精一杯勤めさせ
ていただく所存です。なにかとご迷惑をかけることも
あると思いますが、何卒よろしくお願いいたします。

■趣味：読書、アニメ鑑賞、ヨーガ　座右の銘：人生山
あり谷ありだが、上から見ると一本道

放射線診断・IVR科の大原小百合と申します。出身は
福山で、福岡大学を卒業後、中国中央病院、福山医療
センターを経て福山市民病院に赴任いたしました。地
元が大好きなので、また福山で働くことができ嬉しく
思います。勉強することが山ほどありますが、日々研鑽
を積んでいきたいです。よろしくお願いいたします。

■趣味：海外ドラマ鑑賞　座右の銘：継続は力なり

初めまして。石塚真之佑と申します。大阪医科大学（現 大
阪医科薬科大学）を卒業しました。祖父母が福山に住ん
でおり福山には多少の所縁はありますが、まだまだ慣れ
ないことが多いためこれから慣れていこうと思います。
仕事についても分からない事ばかりでご迷惑をお掛け
することもあるかと思いますが、一刻も早く仕事に慣れて
一人前になれるよう努力いたします。ご指導ご鞭撻の程
よろしくお願いいたします。
■趣味：ドライブ　座右の銘：明日のために、今日頑張る

4月より初期研修医としてお世話になります。桑田浩平
と申します。出身高校は広島学院高校、大学は長野県
にある信州大学です。地元である福山市で医師として
の一歩を踏み出せることに喜びを感じています。周り
の人々への感謝と尊敬の気持ちを忘れず、研修医とし
て責任感を持って何事にも全力で取り組みます。ご指
導ご鞭撻の程よろしくお願いします。

■趣味：登山、ゴルフ　座右の銘：継続は力なり

泌尿器科

浅原 啓介
あ さ   は ら　   け い   す け

初期臨床研修医

岡 亮太朗
お か      りょう     た     ろ う 

眼科
お く      だ　     せ い   ど う

奥田 聖瞳

麻酔科

窪木福太郎
く ぼ     き　ふ く     た     ろ う

救急科

前田 德也
ま え     だ　     な る     や

初期臨床研修医

小寺 未来
こ     で ら　      み        く

乳腺甲状腺外科 医長

𠮷川公見子
よ し  か わ   く       み       こ

小児科

 中村 祐太
な か   む ら　   ゆ う     た

眼科

山本 美穂
や ま   も と　      み       ほ

放射線診断・IVR科

大原小百合
お お  は ら　さ       ゆ       り

初期臨床研修医

石塚真之佑
い し  づ か  し ん    の    す け

初期臨床研修医

桑田 浩平
く わ     だ　      こ う   へ い

4月より初期研修医として勤務させていただきます小西
史哲と申します。出身高校は広島大学附属福山高校、出
身大学は愛媛大学です。中学・高校と過ごした福山市で
初期研修医が出来ますこと、とてもうれしく感じておりま
す。備後・井笠地域の医療を担う病院の一員としてこの
地域の医療に貢献できるよう精進してまいります。よろし
くお願いいたします。
■趣味：読書、ランニング　座右の銘：百聞は一見に
如かず

４月より初期研修医としてお世話になります、寺田知世で
す。出身地は岡山県で、岡山白陵高校、岡山大学を卒業
しました。大学ではゴルフ部に所属していました。福山で
生活するのは初めてですが、一刻も早く地域に貢献でき
る医師となれるよう日 精々進したいと思います。至らぬ点
が多 あ々るかと思いますが、ご指導ご鞭撻の程よろしく
お願いいたします。
■趣味：ゴルフ、映画鑑賞、旅行　座右の銘：千里の道
も一歩から

4月より初期臨床研修医として働かせていただきます
溝上悦生と申します。出身高校は岡山朝日高校で、出
身大学は徳島大学です。部活動はゴルフ部に所属し
ていました。福山市の医療に少しでも貢献できるよう
日々精進してまいりますので、どうぞよろしくお願いい
たします。

■趣味：ゴルフ　座右の銘：思い立ったが吉日

4月から初期臨床研修医1年目として働かせていただ
きます矢野秀幸と申します。出身高校は福山市立福
山高校、出身大学は愛媛大学です。部活動は中学校
から大学までの12年間バレーボールをしていました。
地元である福山で初期研修できることをとても嬉しく
思っています。福山の医療に貢献できるよう、より一層
努力していきます。よろしくお願いいたします。
■趣味：映画鑑賞、サウナ　座右の銘：言うは易く行
うは難し

初めまして。愛媛大学から来ました、下見怜央と申しま
す。大学では、陸上競技部に所属していました。この
度、生まれ育った福山市で初期研修医として働けるこ
とを大変光栄に思います。至らない点も多々あると思
いますが、日々勉強で頑張りますので、どうぞよろしく
お願いいたします。

■趣味：ランニング　座右の銘：努力に勝る天才なし

4月より初期研修医として入職しました、土井廉太郎と
申します。出身高校は広島なぎさ高等学校、出身大学
は岡山大学です。中学・高校と将棋部に所属し、大学
では卓球部に所属しておりました。地元は広島県広島
市なので、福山で暮らすのは初めてですが、地域の皆
さまに安全な医療を提供できる医師になれるよう、誠
心誠意努めてまいります。至らぬ点も多々あるかと思
いますが、どうぞよろしくお願いいたします。
■趣味：卓球、筋力トレーニング　座右の銘：清廉潔白

初めまして。初期研修医１年目の宮地葵と申します。福
山市出身で、広大附属福山高校、島根大学を卒業し
ました。慣れ親しんだ地で、院内にも地域にも既知の
方も多い中で研修できますこと、大変心強く、また非
常に身の引き締まる思いです。やっとスタート地点に
立ったばかりの未熟者ですが、精一杯頑張りますの
で、みなさまどうぞよろしくお願い申し上げます。
■趣味：ドライブ、音楽関係全般　座右の銘：命あって
の物種

広島大学病院で1年間研修し、残りの１年を福山市民
病院で研修させていただくこととなりました。初期研
修医２年目の山﨑礼羅です。まだまだ医師業務に対
する理解は浅いままですので、この1年間で将来の進
路を見据えながら研修を深めていきたいと考えてお
ります。よろしくお願いいたします。

■趣味：折り紙、スノボ、ドライブ、旅行、ゲーム、お酒
　座右の銘：和を以て貴しと為す

初期臨床研修医

小西 史哲
こ      に し　   ふ み   あ き

初期臨床研修医
て ら     だ　     と も      よ

初期臨床研修医

溝上 悦生
み ぞ   う え　   え つ      お

初期臨床研修医

矢野 秀幸
や       の　     ひ で   ゆ き

初期臨床研修医

下見 怜央
し も     み　       れ        お

初期臨床研修医
ど       い　れ ん    た     ろ う

初期臨床研修医

宮地　 葵
み や     ぢ　               あおい

初期臨床研修医

山﨑  礼羅
や ま   さ き　   ら い      ら

寺田 知世土井廉太郎

辞令交付式を行いました

　4月 3日、新任職員へ辞令交付式を行いました。高倉病院事業
管理者から辞令が交付され、訓示が述べられました。職員一同、
新年度に向けて身が引き締まる思いで聞き入りました。
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泌尿器科の浅原啓介と申します。当院で初期研修を
修了し、泌尿器科専攻医として引き続き当院で勤務す
ることになりました。一人一人の出会いを大事にして、
よりよい医療を提供できるよう頑張って参ります。これ
からよろしくお願いいたします。

■趣味：料理、ジム　座右の銘：一期一会

4月より初期臨床研修医として働かせていただいてお
ります、岡亮太朗と申します。香川県出身で岡山大学
を卒業しました。大学ではユースホステルクラブとい
う部活に所属しておりました。至らぬ点も多く、ご迷惑
をおかけすると思いますが、どうぞよろしくお願いい
たします。

■趣味：海外旅行　座右の銘：日進月歩

広島市民病院より参りました、眼科の奥田聖瞳と申し
ます。出身は松永で、馴染みのある地で働けることを
嬉しく思います。よろしくお願いします。

■趣味：マラソン　座右の銘：継続は力なり

今年度より麻酔科専攻医として赴任いたしました窪木
福太郎です。福山医療センターで初期研修をした後、
岡山大学病院で1年間後期研修をしておりました。こ
の度福山に戻ってくることができ嬉しく思っています。
いち早く新しい環境に慣れ、福山の医療に貢献でき
るように頑張ります。どうぞよろしくお願いいたします。

■趣味：映画鑑賞、料理　座右の銘：神色自若

呉出身、広島大学卒ですが、縁あって福山で仕事をさ
せて頂くことになりました。赤ちゃんからお年寄りま
で、すべての患者さん、すべての臓器を診られる医師
に憧れ、この道を選びました。どんな時でも冷静で熱
く笑顔の（内面は）イケメン？救急医を目指して頑張り
ます。患者さま、他の医療者の皆さまに信頼され、親し
まれる医師であれるよう努めてまいりますので、ご指
導よろしくお願いいたします。
■趣味：旅行、ドライブ 座右の銘：Help ever, hurt never

4月より初期研修医として働かせていただいております、
小寺未来と申します。福山市出身で、広島大学附属福山
中高、岡山大学を卒業しております。自分を育ててくれた
大切な地である福山市で働けますことを大変うれしく
思っております。1つ1つの出会いや経験を糧に、皆さま
に信頼していただけるような医師を目指して精進して参り
ますので、何卒よろしくお願いいたします。

■趣味：ライブ鑑賞　座右の銘：誠心誠意

4月から乳腺甲状腺外科に赴任いたしました吉川公
見子と申します。
香川県の出身で、これまでは瀬戸内海沿岸の中四国
の病院で外科の研修を行ってきました。この度福山市
民病院に赴任できたことを大変嬉しく思っておりま
す。微力ではありますが、少しでも皆さまのお役に立て
るよう努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げ
ます。
■趣味：読書、パン作り　座右の銘：塞翁が馬

小児科専攻医1年目の中村祐太と申します。福山市民病
院小児科専門研修プログラムのもと、初期臨床研修に
引き続き、今年度も福山市民病院で勤務させていただき
ます。いずれは小児科の中でも専門分野を定めていくこ
とになると思いますが、まずは一般小児をしっかりと学び、
小児の総合診療医としての基礎を固めていく所存です。
引き続きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
　

眼科レジデント２年目の山本美穂です。まだまだ眼科
医として未熟ではありますが、2年間精一杯勤めさせ
ていただく所存です。なにかとご迷惑をかけることも
あると思いますが、何卒よろしくお願いいたします。

■趣味：読書、アニメ鑑賞、ヨーガ　座右の銘：人生山
あり谷ありだが、上から見ると一本道

放射線診断・IVR科の大原小百合と申します。出身は
福山で、福岡大学を卒業後、中国中央病院、福山医療
センターを経て福山市民病院に赴任いたしました。地
元が大好きなので、また福山で働くことができ嬉しく
思います。勉強することが山ほどありますが、日々研鑽
を積んでいきたいです。よろしくお願いいたします。

■趣味：海外ドラマ鑑賞　座右の銘：継続は力なり

初めまして。石塚真之佑と申します。大阪医科大学（現 大
阪医科薬科大学）を卒業しました。祖父母が福山に住ん
でおり福山には多少の所縁はありますが、まだまだ慣れ
ないことが多いためこれから慣れていこうと思います。
仕事についても分からない事ばかりでご迷惑をお掛け
することもあるかと思いますが、一刻も早く仕事に慣れて
一人前になれるよう努力いたします。ご指導ご鞭撻の程
よろしくお願いいたします。
■趣味：ドライブ　座右の銘：明日のために、今日頑張る

4月より初期研修医としてお世話になります。桑田浩平
と申します。出身高校は広島学院高校、大学は長野県
にある信州大学です。地元である福山市で医師として
の一歩を踏み出せることに喜びを感じています。周り
の人々への感謝と尊敬の気持ちを忘れず、研修医とし
て責任感を持って何事にも全力で取り組みます。ご指
導ご鞭撻の程よろしくお願いします。

■趣味：登山、ゴルフ　座右の銘：継続は力なり

泌尿器科
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初期臨床研修医
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麻酔科
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く ぼ     き　ふ く     た     ろ う

救急科
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初期臨床研修医

小寺 未来
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乳腺甲状腺外科 医長

𠮷川公見子
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小児科

 中村 祐太
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眼科

山本 美穂
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放射線診断・IVR科
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初期臨床研修医
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初期臨床研修医

桑田 浩平
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4月より初期研修医として勤務させていただきます小西
史哲と申します。出身高校は広島大学附属福山高校、出
身大学は愛媛大学です。中学・高校と過ごした福山市で
初期研修医が出来ますこと、とてもうれしく感じておりま
す。備後・井笠地域の医療を担う病院の一員としてこの
地域の医療に貢献できるよう精進してまいります。よろし
くお願いいたします。
■趣味：読書、ランニング　座右の銘：百聞は一見に
如かず

４月より初期研修医としてお世話になります、寺田知世で
す。出身地は岡山県で、岡山白陵高校、岡山大学を卒業
しました。大学ではゴルフ部に所属していました。福山で
生活するのは初めてですが、一刻も早く地域に貢献でき
る医師となれるよう日 精々進したいと思います。至らぬ点
が多 あ々るかと思いますが、ご指導ご鞭撻の程よろしく
お願いいたします。
■趣味：ゴルフ、映画鑑賞、旅行　座右の銘：千里の道
も一歩から

4月より初期臨床研修医として働かせていただきます
溝上悦生と申します。出身高校は岡山朝日高校で、出
身大学は徳島大学です。部活動はゴルフ部に所属し
ていました。福山市の医療に少しでも貢献できるよう
日々精進してまいりますので、どうぞよろしくお願いい
たします。

■趣味：ゴルフ　座右の銘：思い立ったが吉日

4月から初期臨床研修医1年目として働かせていただ
きます矢野秀幸と申します。出身高校は福山市立福
山高校、出身大学は愛媛大学です。部活動は中学校
から大学までの12年間バレーボールをしていました。
地元である福山で初期研修できることをとても嬉しく
思っています。福山の医療に貢献できるよう、より一層
努力していきます。よろしくお願いいたします。
■趣味：映画鑑賞、サウナ　座右の銘：言うは易く行
うは難し

初めまして。愛媛大学から来ました、下見怜央と申しま
す。大学では、陸上競技部に所属していました。この
度、生まれ育った福山市で初期研修医として働けるこ
とを大変光栄に思います。至らない点も多々あると思
いますが、日々勉強で頑張りますので、どうぞよろしく
お願いいたします。

■趣味：ランニング　座右の銘：努力に勝る天才なし

4月より初期研修医として入職しました、土井廉太郎と
申します。出身高校は広島なぎさ高等学校、出身大学
は岡山大学です。中学・高校と将棋部に所属し、大学
では卓球部に所属しておりました。地元は広島県広島
市なので、福山で暮らすのは初めてですが、地域の皆
さまに安全な医療を提供できる医師になれるよう、誠
心誠意努めてまいります。至らぬ点も多々あるかと思
いますが、どうぞよろしくお願いいたします。
■趣味：卓球、筋力トレーニング　座右の銘：清廉潔白

初めまして。初期研修医１年目の宮地葵と申します。福
山市出身で、広大附属福山高校、島根大学を卒業し
ました。慣れ親しんだ地で、院内にも地域にも既知の
方も多い中で研修できますこと、大変心強く、また非
常に身の引き締まる思いです。やっとスタート地点に
立ったばかりの未熟者ですが、精一杯頑張りますの
で、みなさまどうぞよろしくお願い申し上げます。
■趣味：ドライブ、音楽関係全般　座右の銘：命あって
の物種

広島大学病院で1年間研修し、残りの１年を福山市民
病院で研修させていただくこととなりました。初期研
修医２年目の山﨑礼羅です。まだまだ医師業務に対
する理解は浅いままですので、この1年間で将来の進
路を見据えながら研修を深めていきたいと考えてお
ります。よろしくお願いいたします。

■趣味：折り紙、スノボ、ドライブ、旅行、ゲーム、お酒
　座右の銘：和を以て貴しと為す

初期臨床研修医

小西 史哲
こ      に し　   ふ み   あ き

初期臨床研修医
て ら     だ　     と も      よ

初期臨床研修医

溝上 悦生
み ぞ   う え　   え つ      お

初期臨床研修医

矢野 秀幸
や       の　     ひ で   ゆ き

初期臨床研修医

下見 怜央
し も     み　       れ        お

初期臨床研修医
ど       い　れ ん    た     ろ う

初期臨床研修医

宮地　 葵
み や     ぢ　               あおい

初期臨床研修医

山﨑  礼羅
や ま   さ き　   ら い      ら

寺田 知世土井廉太郎

辞令交付式を行いました

　4月 3日、新任職員へ辞令交付式を行いました。高倉病院事業
管理者から辞令が交付され、訓示が述べられました。職員一同、
新年度に向けて身が引き締まる思いで聞き入りました。
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特 集

副看護部長　井上 和美副看護部長　井上 和美

2023年度●2023年度看護部の目標

①安全で質の高い看護の提供
１．自律性主体性を伸ばす関りを通してOJTを推進する 
２．対話を通して、安全な看護を提供する

②感染対策の継続的な実践と、患者・職員に
とって安全・安心な環境の提供
１．適切な感染対策行動の習慣化をはかる
２．患者・家族の想いを大切にした療養生活の支援をする
３．感染対策室との連携、部署間のサポート体制を継続する

③いきいきと働き続けられる職場環境づくり
１．対話を重視し、成長しあえる環境をつくる
２．ナースアシスタント・クラーク等、多職種との連携推
進を行う

看護部組織体制看護部組織体制

① 人間の尊厳と人権を尊重し、
　 倫理的配慮に基づいた看護を行います
② 基本を守り、安全・安心な看護を提供します
③ 地域包括ケアを推進し、継続した質の高い看護を提供します
④ 豊かな人間性と専門性を持った看護実践ができる
　 人材育成を行います
⑤ チーム医療を推進し、看護が果たすべき役割を実践します
⑥ 働き方改革を推進します
⑦ 病院経営に参画します

●看護部の基本方針

日々の看護を見直し、自己を磨き、ぬくもりの届く看護をしよう

医療支援センター・地域医療連携課

本館担当 副看護部長　仕田原 照美

部署

本館3階病棟

本館4階病棟

本館5階病棟

本館6階病棟

本館7階病棟

手術・中材

看護師長

小林 友美

藤井 真弓

菅本 真知子

佐藤 香代

杉原 奈津子

水本 典子

副看護師長

彦田 洋子

後藤 麻里

川﨑 恵美

荒木 かおり

主査
佐藤 恭子
重政 兼悟
弓井 雅世
近藤 未来
吉岡 宏美
高橋 佳子
奥村 亜沙美
松本 良子
中村 悦子
齋藤 綾子
藤井 ひとみ
谷本 知恵
大田 晋平

内田 朋子内田 朋子看護部長 兼 医療支援センター副センター長

教育担当
看護師長　　　　　　　瀬戸 喜久美

安全管理室
看護師長　神原 芳美

福山市民病院看護部理念

西館担当 副看護部長　野々平 裕子

副看護部長　井上 和美

部署

集中治療室

西館4階病棟

西館5階病棟

西館6階病棟

副看護師長看護師長

木村 由佳

藤本 理美

結城 幸子

山口 起代美

吉原 信子

塚村 夕布子

平岡 尚子

堀 貴子

水戸 直美

坂本 理惠

谷 登実子

佐藤 貴美

松岡 美妃
四茂野 百合子

小林 美紗代
橘髙 照美
池田 雅美
玉置 真依子
菰渕 愛貴
畠山 幸子
東 美希
村上 里子
岩田 朋見
北村 祐子
目﨑 朋子
井上 智尋
堀本 純子

猪原 祐佳

永井 美貴

主査

東館担当 副看護部長　豊田 恭子
部署 看護師長 副看護師長

救命救急ｾﾝﾀｰ
（ICU/CCU)

救命救急ｾﾝﾀｰ
（HCU)

東館3階病棟

東館4階病棟

東館5階病棟

東館6階病棟

中村 道明

井上 由美

近藤 真帆

佐藤 由香

畑 浩子

三浦 由恵

山本 昌子

行保 吉美

主査
馬屋原 涼子
吉川 麻美
小山 亜紀子
宮奥 淳江
株根 靖子
松元 三枝子
道久 千保
近藤 千明
井口 有紀
神田 香織
藤井 久美子
山本 美恵
土屋 奈穂子
小林 広美

平 路絵
川波 利子

森原 笑美子

小畠 正江

眞田 美樹

池尻 英子

平野 泉

副看護部長 斎藤 靖子

副看護師長
藤本 悦子
安原 加奈美

外来

検査

看護部
新体制
看護部
新体制

感染対策室
看護師長   三宅 智津恵
　  主査 　  手嶋 純子

●2023年度看護部スローガン

笑顔でスタート！

２
０
２
3
年
４
月
、
看
護
部
は
39
人
の
新
採
用

者
を
迎
え
、
看
護
師
・
助
産
師
6
4
6
人（
臨
時

職
員
を
含
む
）ナ
ー
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
ク
ラ
ー

ク
他
71
人
の
総
勢
7
1
7
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

当
院
は
、
福
山
・
府
中
二
次
保
健
医
療
圏
内
の

感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
あ
る
ほ
か
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
を
併
せ
持
つ
三
次
救
急
医
療
を
担

う
病
院
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
国
内
発
生
か
ら
丸
3
年
が
経
過
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
分
類
に
つ
い

て
、
5
月
8
日
に
現
在
の「
2
類
相
当
」か
ら
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ「
5
類
」に
位
置

づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
世
間
で

は
マ
ス
ク
着
用
の
目
安
を
は
じ
め
、
徐
々
に
行

動
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
数

年
、
当
院
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
取
り
組
み
を
こ
の
地
域
の
先
頭
に
立
ち
、

地
域
の
皆
さ
ま
に
安
全
・
安
心
な
医
療
を
提
供

す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
5

月
以
降
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
が
低
下

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
感
染

対
策
行
動
を
徹
底
し
な
が
ら
、
当
院
の
役
割
を

果
た
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
感
染
状
況
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く

の
か
、
現
時
点
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
正
し
い
情
報
を
速
や
か
に
収
集
し
て

い
き
、
今
ま
で
制
限
さ
れ
て
い
た
ご
家
族
の
面

会
や
対
面
で
の
研
修
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
重

ね
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
前
の
日

常
を
取
り
戻
し
つ
つ
も
、
引
き
続
き
職
員
一
人

ひ
と
り
が「
う
つ
ら
な
い
、
う
つ
さ
な
い
」行
動

の
徹
底
を
す
る
年
度
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
2
0
3
2
年
の
新
本
館
全
面
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、
2
0
2
1
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
本
館
建
替

え
事
業
で
す
が
、
2
0
2
2
年
は
北
東
立
体
駐
車
場

の
建
設
を
行
い
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
は
北
立
体
駐

車
場
の
解
体
と
建
設
、
仮
設
外
来
棟
の
建
設
、
本
館

南
側
の
解
体
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
い
よ
い
よ
療

養
や
診
療
ス
ペ
ー
ス
に
近
い
場
所
で
工
事
が
始
ま
り

ま
す
。
来
院
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
か
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
看
護
部
の
理
念
で
も
あ

る「
日
々
の
看
護
を
見
直
し
、
自
己
を
磨
き
、
ぬ

く
も
り
の
届
く
看
護
を
し
よ
う
」の
も
と
に
、
今

年
度
は「
笑
顔
で
ス
タ
ー
ト
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
ま
し
た
。
マ
ス
ク
が
日
常
に
な
っ
た
毎
日

で
す
が
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
患
者
さ
ま
や
ご
家
族

の
想
い
を
大
切
に
し
、
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
も
職

員
に
と
っ
て
も
安
全
な
医
療
が
提
供
で
き
る
病
院

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲看護部HP

10ばら 2023年 5月



特 集

副看護部長　井上 和美副看護部長　井上 和美

2023年度●2023年度看護部の目標

①安全で質の高い看護の提供
１．自律性主体性を伸ばす関りを通してOJTを推進する 
２．対話を通して、安全な看護を提供する

②感染対策の継続的な実践と、患者・職員に
とって安全・安心な環境の提供
１．適切な感染対策行動の習慣化をはかる
２．患者・家族の想いを大切にした療養生活の支援をする
３．感染対策室との連携、部署間のサポート体制を継続する

③いきいきと働き続けられる職場環境づくり
１．対話を重視し、成長しあえる環境をつくる
２．ナースアシスタント・クラーク等、多職種との連携推
進を行う

看護部組織体制看護部組織体制

① 人間の尊厳と人権を尊重し、
　 倫理的配慮に基づいた看護を行います
② 基本を守り、安全・安心な看護を提供します
③ 地域包括ケアを推進し、継続した質の高い看護を提供します
④ 豊かな人間性と専門性を持った看護実践ができる
　 人材育成を行います
⑤ チーム医療を推進し、看護が果たすべき役割を実践します
⑥ 働き方改革を推進します
⑦ 病院経営に参画します

●看護部の基本方針

日々の看護を見直し、自己を磨き、ぬくもりの届く看護をしよう

医療支援センター・地域医療連携課

本館担当 副看護部長　仕田原 照美

部署

本館3階病棟

本館4階病棟

本館5階病棟

本館6階病棟

本館7階病棟

手術・中材

看護師長

小林 友美

藤井 真弓

菅本 真知子

佐藤 香代

杉原 奈津子

水本 典子

副看護師長

彦田 洋子

後藤 麻里

川﨑 恵美

荒木 かおり

主査
佐藤 恭子
重政 兼悟
弓井 雅世
近藤 未来
吉岡 宏美
高橋 佳子
奥村 亜沙美
松本 良子
中村 悦子
齋藤 綾子
藤井 ひとみ
谷本 知恵
大田 晋平

内田 朋子内田 朋子看護部長 兼 医療支援センター副センター長

教育担当
看護師長　　　　　　　瀬戸 喜久美

安全管理室
看護師長　神原 芳美

福山市民病院看護部理念

西館担当 副看護部長　野々平 裕子

副看護部長　井上 和美

部署

集中治療室

西館4階病棟

西館5階病棟

西館6階病棟

副看護師長看護師長

木村 由佳

藤本 理美

結城 幸子

山口 起代美

吉原 信子

塚村 夕布子

平岡 尚子

堀 貴子

水戸 直美

坂本 理惠

谷 登実子

佐藤 貴美

松岡 美妃
四茂野 百合子

小林 美紗代
橘髙 照美
池田 雅美
玉置 真依子
菰渕 愛貴
畠山 幸子
東 美希
村上 里子
岩田 朋見
北村 祐子
目﨑 朋子
井上 智尋
堀本 純子

猪原 祐佳

永井 美貴

主査

東館担当 副看護部長　豊田 恭子
部署 看護師長 副看護師長

救命救急ｾﾝﾀｰ
（ICU/CCU)

救命救急ｾﾝﾀｰ
（HCU)

東館3階病棟

東館4階病棟

東館5階病棟

東館6階病棟

中村 道明

井上 由美

近藤 真帆

佐藤 由香

畑 浩子

三浦 由恵

山本 昌子

行保 吉美

主査
馬屋原 涼子
吉川 麻美
小山 亜紀子
宮奥 淳江
株根 靖子
松元 三枝子
道久 千保
近藤 千明
井口 有紀
神田 香織
藤井 久美子
山本 美恵
土屋 奈穂子
小林 広美

平 路絵
川波 利子

森原 笑美子

小畠 正江

眞田 美樹

池尻 英子

平野 泉

副看護部長 斎藤 靖子

副看護師長
藤本 悦子
安原 加奈美

外来

検査

看護部
新体制
看護部
新体制

感染対策室
看護師長   三宅 智津恵
　  主査 　  手嶋 純子

●2023年度看護部スローガン

笑顔でスタート！
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地域医療連携課と
泌尿器科の取組み

当院泌尿器科では、紹介いただいた患者さんの受診待ちが1～ 2か月と長く、以前から課題となっていました。
その課題を解決すべく原因を調査したところ、紹介初診患者さんの中には必ずしも当院の受診が必要ではな
く、地域の医療機関で診察可能な病状の患者さんも含まれていることが分かりました。
泌尿器科の再診患者を縮減し、受診待ち日数の短縮等を目的とした医療連携の取組みをご紹介します。

泌尿器領域の専門の先生方にZoomで参加していただき、非専門医から紹介された患者さんで「トリアージ要件」
に該当する場合に、専門医の先生方を推薦させていただくという提案をしました。当日参加されなかった先生方
には資料を送付し、内容について意見を伺いました。
その結果肯定的な意見を多くいただけたことから、非専門の先生方への案内を行うこととしました。

2023年2月　
第1回泌尿器領域  医療連携・意見交換会

（圏域の泌尿器専門医との意見交換会）
司会
福山市民病院  副院長・医療支援センター長 �  植木　亨

■福山市民病院  泌尿器科  統括科長 �  黒瀬恭平
　「当院泌尿器科の現状と医療連携について」

■福山市民病院  泌尿器科  科長 �  髙本　篤
　「トリアージ要件について」

■意見交換

参加された専門医の先生方のご意見抜粋
・紹介しても患者の待ち時間が長く、あきらめて他院を紹介し

た経験がある。今回話を伺って、外来が大変な状況なのは理
解できた。

・薬の処方のみ、注射のみの患者は地域へ戻してはどうか。
・提案のあったトリアージ要件に沿って受けていきたい。
・治療成績などの情報も提供してもらいたい。

当院からの提案

・非専門医から専門医へ紹介する連携を推進したい。
・非専門医から当院への紹介患者のうち、当院での治療を要しない患者について
泌尿器科の専門医である先生方を紹介先として推薦させていただきたい。

・推薦させていただく基準（非専門医から専門医への紹介基準）を
「トリアージ要件」として考えたのでご意見を頂戴したい。

当日の様子（左から黒瀬医師・植木医師・高本医師）
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地域医療連携課と
泌尿器科の取組み

2023年4月現在、医師会の了承をいただき、地域の泌尿器科非専門の先生方へ周知文と資料を送付しました。
この取組みはまだ開始したばかりで、定着には一定の時間が必要と考えています、
この取組みが患者負担の軽減に繋がることに期待するとともに、他科でも同様に取組める可能性があり、効果
を追跡していきたいと考えています。
今後も患者さんに適切な医療が提供できるよう努めてまいります。ご協力をお願いいたします。

泌尿器科  連携専門医療機関一覧

医師会 医療機関名 医師会 医療機関名
福山市 三宅会グッドライフ病院 府中地区 新市ときながクリニック

福山市 奥坊クリニック 府中地区 府中市民病院

福山市 赤木皮膚科泌尿器科 府中地区 やすかわ泌尿器科クリニック

福山市 山陽病院 深安地区 やまてクリニック

福山市 沖野上クリニック 松永・沼隈 西福山病院

福山市 楠本病院 松永・沼隈 瀬尾クリニック

福山市 徳永医院 松永・沼隈 村上泌尿器科内科医院

福山市 福山第一病院 井原 井原腎泌尿器科クリニック

福山市 水永リハビリテーション病院 井原 井原市立井原市民病院

福山市 明神館クリニック  笠岡 笠岡第一病院

福山市 日本鋼管福山病院  尾道市 尾道市立市民病院

福山市 ふくやま北泌尿器科・内科クリニック 尾道市 公立みつぎ総合病院

府中地区 小畠病院 三原市 総合病院　三原赤十字病院

府中地区 後藤泌尿器科医院 三原市 興生総合病院

府中地区 寺岡記念病院

まとめ
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認定施設Aを取得しました！
＜日本胃癌学会が新たに制度創設＞

申請責任者（外科）

香川 哲也
かがわ てつや

認定条件
● 各領域の専門医が在籍
● 治療件数が豊富
　　 外科手術
　　 内視鏡切除術
　　 化学療法
● 病理診断・合同カンファレンスが
　 充実
● 学会参加・論文実績  など

　胃
が
ん
は
、原
因
と
な
る
ピ
ロ
リ
菌
の
治
療
が
進
ん
だ
こ
と
で
、全
体
的
に
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。し
か
し
、現
在
で
も
日
本
で
3
番
目
に
多
く
の
方
が
悩
ま
さ
れ
て
い
る
が
ん
で
す
。

　日
本
の
胃
が
ん
診
療
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。内
視
鏡
診
断
は
よ
り
正
確

に
な
り
、内
視
鏡
治
療
の
対
象
も
広
が
り
ま
し
た
。手
術
は
開
腹
か
ら
腹
腔
鏡
・ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ
た

低
侵
襲
手
術
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。新
た
な
化
学
療
法
も
開
発
さ
れ
、よ
り
高
度
な
知
識
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ら
の
治
療
に
は
正
確
な
病
理
診
断
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
高
度
な
胃
が
ん
診
療
レ
ベ
ル
を
維
持
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
、減
少
傾
向
に
あ
る
患
者
さ
ん
を
分
散
す
る
の
で
は
な
く
、一
定
の
施
設
へ
集
約
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
と
に
、日
本
胃
癌
学
会
が
新
た
に
施
設
認
定
制
度
を
創
設
し
、2
0
2
3

年
4
月
に
認
定
施
設
が
誕
生
し
ま
し
た
。施
設
認
定
は
A
と
B
の
2
種
類
あ
り
ま
す
。福
山
市
民
病

院
は
、よ
り
高
度
な
医
療
体
制
を
整
え
た
病
院
と
し
て
、【
認
定
施
設
A
】に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、県
東
部
で
唯
一
、最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
胃
切
除
術
が
提
供
可
能
な
認
定
病
院
で
す
。認
定
に
は
、

●
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会 

消
化
器
内
視
鏡
専
門
医

 ●日
本
消
化
器
外
科
学
会 

消
化
器
外
科
専
門
医

●
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会 

技
術
認
定
取
得
者

 

●
日
本
臨
床
腫
瘍
学
会 

薬
物
療
法
専
門
医

●
日
本
病
理
学
会 

病
理
専
門
医

  

 

●
日
本
臨
床
細
胞
学
会 

細
胞
診
専
門
医

の
全
て
に
お
い
て
、2
名
な
い
し
1
名
以
上
の
常
勤
が
求
め
ら
れ
ま
す
。い
ず
れ
も
高
度
な
知
識
が

必
要
で
、取
得
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
ば
か
り
で
す
。加
え
て
、日
本
胃
癌
学
会
で
の
研
究
発
表
、英
語

で
の
論
文
発
表
と
い
っ
た
学
術
的
な
内
容
が
求
め
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
は
、個
々
の
患
者
さ
ん
に
つ
い

て
、ベ
ス
ト
な
治
療
方
針
を
決
め
る
た
め
の
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
充
実
や
、治
療
方
針
・
結
果
に
関

わ
る
病
理
診
断
の
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
、緩
和
治
療
や
放
射
線
診
断
・

治
療
も
重
要
で
す
。

　当
院
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、無
事
に
認
定
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、申
請
に
は
多

く
の
資
料
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
過
程
で
、治
療
に
直
接
携
わ
る
医
師
・
看
護
師

だ
け
で
な
く
、検
査
・
病
理
・
臨
床
工
学
な
ど
高
度
医
療
を
根
幹
で
支
え
る
部
門
、地
域
医
療
機
関
と

福
山
市
民
病
院
の
間
で
患
者
さ
ん
を
円
滑
に
繋
い
で
く
れ
る
部
門
、臨
床
研
究
や
複
雑
な
事
務
処

理
を
担
当
す
る
部
門
に
至
る
ま
で
、極
め
て
多
く
の
人
々
が
当
院
の
胃
癌
診
療
を
支
え
、発
展
さ
せ

て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　院
内
の
患
者
さ
ん
に
最
善
の
治
療
を
尽
く
す
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、地
域
の
胃
が
ん
診
療
レ
ベ

ル
の
向
上
に
も
寄
与
で
き
る
よ
う
、職
員
一
体
と
な
っ
て
認
定
施
設
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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認定施設Aを取得しました！
＜日本胃癌学会が新たに制度創設＞

申請責任者（外科）

香川 哲也
かがわ てつや

認定条件
● 各領域の専門医が在籍
● 治療件数が豊富
　　 外科手術
　　 内視鏡切除術
　　 化学療法
● 病理診断・合同カンファレンスが
　 充実
● 学会参加・論文実績  など

　胃
が
ん
は
、原
因
と
な
る
ピ
ロ
リ
菌
の
治
療
が
進
ん
だ
こ
と
で
、全
体
的
に
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。し
か
し
、現
在
で
も
日
本
で
3
番
目
に
多
く
の
方
が
悩
ま
さ
れ
て
い
る
が
ん
で
す
。

　日
本
の
胃
が
ん
診
療
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。内
視
鏡
診
断
は
よ
り
正
確

に
な
り
、内
視
鏡
治
療
の
対
象
も
広
が
り
ま
し
た
。手
術
は
開
腹
か
ら
腹
腔
鏡
・ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ
た

低
侵
襲
手
術
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。新
た
な
化
学
療
法
も
開
発
さ
れ
、よ
り
高
度
な
知
識
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ら
の
治
療
に
は
正
確
な
病
理
診
断
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
高
度
な
胃
が
ん
診
療
レ
ベ
ル
を
維
持
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
、減
少
傾
向
に
あ
る
患
者
さ
ん
を
分
散
す
る
の
で
は
な
く
、一
定
の
施
設
へ
集
約
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
と
に
、日
本
胃
癌
学
会
が
新
た
に
施
設
認
定
制
度
を
創
設
し
、2
0
2
3

年
4
月
に
認
定
施
設
が
誕
生
し
ま
し
た
。施
設
認
定
は
A
と
B
の
2
種
類
あ
り
ま
す
。福
山
市
民
病

院
は
、よ
り
高
度
な
医
療
体
制
を
整
え
た
病
院
と
し
て
、【
認
定
施
設
A
】に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、県
東
部
で
唯
一
、最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
胃
切
除
術
が
提
供
可
能
な
認
定
病
院
で
す
。認
定
に
は
、

●
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会 

消
化
器
内
視
鏡
専
門
医

 ●日
本
消
化
器
外
科
学
会 

消
化
器
外
科
専
門
医

●
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会 

技
術
認
定
取
得
者

 

●
日
本
臨
床
腫
瘍
学
会 

薬
物
療
法
専
門
医

●
日
本
病
理
学
会 

病
理
専
門
医

  

 

●
日
本
臨
床
細
胞
学
会 

細
胞
診
専
門
医

の
全
て
に
お
い
て
、2
名
な
い
し
1
名
以
上
の
常
勤
が
求
め
ら
れ
ま
す
。い
ず
れ
も
高
度
な
知
識
が

必
要
で
、取
得
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
ば
か
り
で
す
。加
え
て
、日
本
胃
癌
学
会
で
の
研
究
発
表
、英
語

で
の
論
文
発
表
と
い
っ
た
学
術
的
な
内
容
が
求
め
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
は
、個
々
の
患
者
さ
ん
に
つ
い

て
、ベ
ス
ト
な
治
療
方
針
を
決
め
る
た
め
の
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
充
実
や
、治
療
方
針
・
結
果
に
関

わ
る
病
理
診
断
の
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
、緩
和
治
療
や
放
射
線
診
断
・

治
療
も
重
要
で
す
。

　当
院
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、無
事
に
認
定
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、申
請
に
は
多

く
の
資
料
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
過
程
で
、治
療
に
直
接
携
わ
る
医
師
・
看
護
師

だ
け
で
な
く
、検
査
・
病
理
・
臨
床
工
学
な
ど
高
度
医
療
を
根
幹
で
支
え
る
部
門
、地
域
医
療
機
関
と

福
山
市
民
病
院
の
間
で
患
者
さ
ん
を
円
滑
に
繋
い
で
く
れ
る
部
門
、臨
床
研
究
や
複
雑
な
事
務
処

理
を
担
当
す
る
部
門
に
至
る
ま
で
、極
め
て
多
く
の
人
々
が
当
院
の
胃
癌
診
療
を
支
え
、発
展
さ
せ

て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　院
内
の
患
者
さ
ん
に
最
善
の
治
療
を
尽
く
す
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、地
域
の
胃
が
ん
診
療
レ
ベ

ル
の
向
上
に
も
寄
与
で
き
る
よ
う
、職
員
一
体
と
な
っ
て
認
定
施
設
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

胃ロボット手術プロクター（指導医）資格取得！

当院でロボット支援下直腸手術を開始しました

外科 科長
香川 哲也

外科 科長 
三浦 奈緒子

2023年4月、日本内視鏡外科学会が認定するロボット支援手術プロクター（手術指導医）に認定され
ました。この資格は、ロボット手術を円滑且つ安全に指導できる者を認定する制度です。胃の領域では、
難易度の高い胃全摘を含む40例以上のロボット手術執刀経験、ロボット手術に関する研究 ·発表、その
他の条件をクリアした術者が認定されます。広島県では4人目で、県東部では唯一です。2021年12月
のロボット胃切除術の導入から1年半で目標が達成できました。協力してくださったスタッフ一同にお礼申
し上げます。

2018年4月から直腸手術に対して、2022年
4月から結腸がん手術においてロボット支援
下手術が保険診療で行えるようになりました。
当院でも、消化器外科領域では2021年
から胃に対して、2022年から膵臓、肝臓に
対してロボット手術を導入していますが、この
度、大腸 (直腸 )領域でもロボット手術が保
険診療で行えるようになりました。
医師、看護師、臨床工学技士からなるチームを立ち上げ、安全性に最大限配慮しつつ、体制整備と
準備を経て、2023年4月よりロボット支援下直腸切除術を開始しています。
従来の腹腔鏡手術も優れた方法ではありますが、使用する鉗子は直線的な動きしかできず、狭い骨
盤内での操作では時に難渋することもあります。しかし、ロボット手術においては「多関節による自由度の
高い鉗子操作」「手振れ防止機能」などの利点を活かしたより精緻な操作が可能となり、機能温存など
の面でも更なる治療成績の向上が期待されています。
患者さんの病状や全身状態に合わせて、ベストな方法を提案させていただき、安全でレベルの高い外
科治療を提供していきたいと思います。

最も大切なのは、患者さんに還
元することです。資格取得により、
他の医師によるロボット手術が可能
になりました。つまり、より多くの患
者さんにこの手術が提供できること
になります。当院がロボット胃切除
術を高いレベルで安全に提供し続
けられるよう、より一層チームで取り
組んでいきたいと思います。

広島県内のプロクタ（胃） 手術指導の様子
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　　　　　を開始しました

非侵襲性出生前
遺伝学的検査（NIPT）

産婦人科 科長 早田　 桂
 髙原 悦子

「ばら」第104号で胎児超音波スクリーニング
システム、第107号で無痛分娩の開始を御報告
させていただきましたが、この度、非侵襲性出
生前遺伝学的検査（NIPT）連携施設として認定
を受け、2023年4月よりNIPTを新たに開始さ
せていただくことになりました。岡山大学病院
の連携施設として協力しながら行います。
NIPTは将来、当院の周産期母子医療セン
ター開設に向けて、備後地域における産科医
療の充実と地域医療の発展に貢献ができるよ
うに、胎児超音波スクリーニング、無痛分娩
と共に新しくはじめた取り組みです。

16ばら 2023年 5月



　　　　　を開始しました

非侵襲性出生前
遺伝学的検査（NIPT）

産婦人科 科長 早田　 桂
 髙原 悦子

▶ NIPT HP

出
生
す
る
赤
ち
ゃ
ん
の
約
3
～
5
％

は
先
天
性
疾
患
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
く

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
染
色

体
が
原
因
の
疾
患
は
約
25
％
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
胎
児
超
音
波
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
も
染
色
体
の
検
査
に
つ
い
て
も　

た
だ
単
に
異
常（
疾
患
）を
見
つ
け
る

こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
気

が
事
前
に
見
つ
か
っ
て
い
な
い
と
、
分

娩
場
所
に
よ
っ
て
は
出
生
後
の
救
急
搬

送
に
よ
り
、
重
篤
な
後
遺
症
等
を
残
す

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
疾
患
の
重
症

度
を
予
測
し
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ

ん
と
妊
婦
さ
ん
に
対
し
て
、
適
切
な
処

置
が
で
き
る
施
設
や
分
娩
方
法
を
準
備

し
、よ
り
安
全
に
出
産
し
て
頂
い
た
り
、

あ
ら
か
じ
め
病
気
を
理
解
し
、
赤
ち
ゃ

ん
の
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
心
の
準

備
を
す
る
た
め
の
材
料
に
も
し
て
い
た

だ
き
た
く
、
今
回
、
当
院
で
は
医
療
の

充
実
を
は
か
り
ま
し
た
。

染
色
体
が
原
因
と
な
る
生
ま
れ
つ
き

の
変
化
を
含
め
、
赤
ち
ゃ
ん
が
先
天
性

疾
患
を
持
つ
こ
と
は
人
と
し
て
の
多
様

性
の
一
つ
で
す
が
、
産
ま
れ
て
く
る
前

に
赤
ち
ゃ
ん
の
染
色
体
疾
患
を
調
べ
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。

N
I
P
T
は
そ
う
し
た
検
査
の
方

法
の
1
つ
で
す
。
ま
た
侵
襲
的
で
流

産
リ
ス
ク
の
あ
る
羊
水
検
査
等
を
受
け

る
か
ど
う
か
の
判
断
と
し
て
行
う
検

査
と
も
言
え
ま
す
。
検
査
対
象
と
な

る
染
色
体
疾
患
は
ダ
ウ
ン
症
候
群（
21

ト
リ
ソ
ミ
ー
）、
18
ト
リ
ソ
ミ
ー
、
13

ト
リ
ソ
ミ
ー
の
3
つ
で
あ
り
、
全
て
の

染
色
体
異
常
は
検
査
で
き
ま
せ
ん
。
当

院
で
は
妊
娠
10
週
以
降
15
週
未
満
の
妊

婦
さ
ん
に
血
液
検
査
を
行
い
、
妊
婦
さ

ん
の
血
液
中
に
浮
遊
し
て
い
る
胎
児
の

D
N
A
を
分
析
し
て
結
果
を
出
し
ま

す
。
N
I
P
T
は
非
確
定
検
査
で
あ
る

た
め
、
検
査
が
陽
性
の
場
合
、
診
断
を

確
定
す
る
た
め
に
は
羊
水
検
査
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
当
院
で
今
ま

で
行
っ
て
き
た
ク
ア
ト
ロ
テ
ス
ト
も
非

確
定
検
査
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も

引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

当
院
で
は
出
生
前
検
査
認
証
制
度

等
運
営
委
員
会
の
指
導
に
基
づ
き
、

N
I
P
T
を
行
い
ま
す
。

〈
検
査
の
流
れ
〉

必
ず
パ
ー
ト
ナ
ー
と
二
人
で
臨
床
遺

伝
専
門
医
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
医

師
か
ら
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
て

頂
き
ま
す
。
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
検
査
と
染
色
体
疾
患
に
つ
い
て
妊

婦
さ
ん
自
身
と
パ
ー
ト
ナ
ー
が
十
分
理

解
、
納
得
し
た
上
で
実
際
に
検
査
を
受

け
る
か
ど
う
か
決
め
て
い
た
だ
き
、
同

意
さ
れ
た
場
合
は
採
血
を
行
い
ま
す
。

N
I
P
T
を
ご
希
望
の
方
は
、
ま
ず

は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

将
来
、
当
院
の
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
開
設
に
伴
う
分
娩
数
や
受
診
患

者
さ
ん
の
増
加
を
見
越
し
、
今
後
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
行
え
る
医
師
の
人
材
育

成
や
資
格
獲
得
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

引
き
続
き
周
産
期
に
お
け
る
地
域
医

療
へ
貢
献
し
て
、
安
心
で
安
全
な
分
娩

が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
多
く
の
妊
婦

さ
ん
に
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
産
婦
人
科
一
同
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（出典元：令和3年度 厚生労働科学研究費補助金(成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業)
「出生前診断の提供等に係る体制の構築に関する研究」）
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第 回49

歯歯っと思ったことっと思ったこと
「子どもの外傷の特徴を知っていますか？」

は
科長

2023年度（令和5年度）
病院事業会計予算の概要について管理課

管
理
課
長　

松
岡 

潔

●
業
務
概
要

当
院
は
、
高
度
急
性
期
・
急
性
期
機
能
を
担

う
圏
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、「
救
急
医
療
」・

「
が
ん
医
療
」・「
高
度
専
門
医
療
」を
大
き
な
柱

に
、
質
の
高
い
安
全
な
医
療
の
提
供
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
そ
の
3
つ
の
柱
の
機
能
強
化
及

び
周
産
期
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
，
本
館
の

建
替
え
な
ど
増
改
築
工
事
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
北
立
体
駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。
医
療
機

器
に
つ
い
て
は
、「
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
」や

「
超
音
波
診
断
装
置
」の
更
新
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
向
け
、
看
護
師
・
助
産
師
を
増
員
す

る
ほ
か
、
医
療
技
術
職
員
等
に
つ
い
て
も
増
員

し
、
医
療
提
供
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
経
営
の
健
全
化
を
図
り
、
持
続

可
能
な
病
院
経
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
業
務
の
予
定
量
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●
当
初
予
算
額

今
年
度
は
、
収
入
で
は
入
院
・
外
来
収
益
の
増

加
を
見
込
む
も
の
の
、
支
出
で
は
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
充
実
に
伴
う
給
与
費
の
増
加
や
光
熱
費
、
薬
品

費
お
よ
び
診
療
材
料
費
の
増
加
な
ど
を
見
込
ん
で

お
り
、
収
入
を
上
回
る
支
出
の
増
加
要
因
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
3
年
ぶ
り
に
収
支
不
足
の
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

区　　　分 2023年度
予算額

2022年度
予算額 増　減　額

病院事業収益 227億4,421万 217億8,405万 9億6,016万
　医業収益 207億8,606万 202億3,951万 5億4,655万
　　入院収益 142億9,596万 137億9,700万 4億9,896万
　　外来収益 58億1,390万 56億8,771万 1億2,619万
　　その他医業収益 6億7,620万 7億5,480万 △7,860万
　医業外収益 19億5,359万 15億3,806万 4億1,553万
　　負担金交付金 4億5,592万 4億4,565万 1,027万
　　国・県補助金 6億1,575万 1億9,795万 4億1,780万
　　その他医業外収益 8億8,192万 8億9,446万 △1,254万
　特別利益 456万 648万 △192万
病院事業費用 230億3,820万 217億3,859万 12億9,961万
　医業費用 220億　951万 209億5,244万 10億5,707万
　　給与費 100億3,023万 95億1,461万 5億1,562万
　　材料費 75億9,012万 73億5,660万 2億3,352万
　　経費 32億5,431万 29億6,855万 2億8,576万
　　減価償却費 9億7,701万 9億7,165万 536万
　　その他医業費用 1億5,784万 1億4,103万 1,681万
　医業外費用 9億4,443万 7億5,310万 1億9,133万
　特別損失 7,926万 2,805万 5,121万
　予備費 500万 500万 ―

区　　　分 2023年度
予算額

2022年度
予算額 増　減　額

資本的収入 35億4,972万 18億1,188万 17億3,784万
　企業債 29億3,800万 12億1,000万 17億2,800万
　負担金 6億1,172万 6億　188万 984万
資本的支出 52億5,111万 23億5,731万 28億9,380万
　建設改良費 34億5,924万 15億3,258万 19億2,666万
　企業債償還金 7億9,187万 8億2,473万 △3,286万
　投資 　　10億 ― 　　10億

（１）収益的収入及び支出

（２）資本的収入及び支出

（単位：円）

（単位：円）
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歯歯っと思ったことっと思ったこと
「子どもの外傷の特徴を知っていますか？」

は
科長

幼
弱
永
久
歯
の
場
合
も
神
経
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
り
歯
が
脱
落
し
て
し
ま
う
事
も
あ
り

ま
す
。
軟
組
織
の
損
傷
は
、
転
倒
し
た
際
に

唇
や
舌
を
噛
む
と
い
っ
た
も
の
が
よ
く
み
ら
れ

ま
す
。
ま
ず
は
ガ
ー
ゼ
圧
迫
を
5
分
程
度
継

続
し
て
止
血
で
き
れ
ば
縫
合
処
置
が
必
要
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。顎
骨
骨
折
に
つ
い
て
は
、

骨
片
の
変
異
が
小
さ
く
、
ま
た
骨
癒
合
不
全

な
ど
が
起
こ
り
に
く
い
観
点
か
ら
非
観
血
的

処
置
と
な
る
場
合
が
多
い
で
す
が
、
重
症
の

場
合
は
全
身
麻
酔
下
で
の
手
術
が
必
要
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

簡
単
に
小
児
の
外
傷
の
特
徴
を
述
べ
ま
し

た
。
怪
我
を
す
る
と
気
分
も
下
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
怪
我
に
は
気
を
付
け
て
楽
し
く

遊
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
症
分
類
と

し
て
5
類
へ
移
行
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
旅

行
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
外
に
出
る
機
会
が
増
え

て
い
る
た
め
か
、
コ
ロ
ナ
禍
真
っ
只
中
の
時
期

と
比
べ
、
小
児
の
外
傷
の
頻
度
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
印
象
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
小

児
の
外
傷
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

小
児
期
の
顎
顔
面
外
傷
の
発
生
頻
度
は

顎
顔
面
外
傷
患
者
全
体
の
20
－
30
％
で
あ

り
、
約
半
数
は
歯
の
外
傷
で
す
。
そ
の
次
に

多
い
の
が
軟
組
織
損
傷（
約
20
％
）、
顎
骨
骨

折（
15
－
20
％
）お
よ
び
歯
槽
骨
骨
折（
10
－

15
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
別
で
は
4
歳

未
満
が
一
番
多
く
、
受
傷
原
因
も
転
倒
が
最

も
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
児
の
心
身

は
常
に
成
長
と
発
達
を
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
情
動
の
発
達
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
に
好
奇
心
を
も
ち
、
運
動
機
能
の
発
達
と

相
ま
っ
て
、
好
奇
心
の
赴
く
ま
ま
に
危
険
な

行
動
を
と
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

定
時
発
達
の
小
児
の
場
合
、
生
後
14
－
15
か

月
頃
に
一
人
歩
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、
運
動
機
能
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
状
態
で
す
。
こ
の
こ
ろ
の
小
児
は
脳
頭
蓋

の
発
育
が
骨
格
や
筋
の
発
育
よ
り
先
行
し
て

い
る
た
め
、
二
足
歩
行
を
す
る
場
合
、
身
体

の
重
心
が
成
人
と
比
べ
て
高
く
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
転
倒
し
て
し
ま
う
た
め

上
顎
乳
前
歯
の
外
傷
が
多
く
な
り
、
1
－
3

歳
が
好
発
年
齢
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ま
た
、
2
－
3
歳
に
な
る
と
自
分
で
歯
磨
き

を
し
た
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
情

動
の
発
達
の
観
点
か
ら
は
自
然
な
こ
と
な
の

で
、
微
細
運
動
の
発
達
や
歯
の
萌
出
状
況
に

合
わ
せ
た
歯
ブ
ラ
シ
で
本
人
磨
き
を
さ
せ
て

よ
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
注
意
が
必
要

な
の
は
、
立
っ
て
歯
磨
き
を
さ
せ
た
り
、
歯

ブ
ラ
シ
を
く
わ
え
た
ま
ま
で
歩
い
た
り
走
っ

た
り
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。
先
に
述
べ
た
通

り
、
運
動
機
能
は
未
熟
で
あ
る
た
め
、
い
つ

転
倒
し
て
歯
ブ
ラ
シ
が
軟
組
織
を
貫
通
し
た

り
、
歯
を
損
傷
し
た
り
し
て
も
不
思
議
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
歯
ブ
ラ
シ
の
み
な
ら
ず
、
箸

や
ス
プ
ー
ン
な
ど
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
幼
弱
永
久
歯

の
外
傷
も
好
発
部
位
は
上
顎
前
歯
で
、
好
発

年
齢
は
上
顎
中
切
歯
が
萌
出
を
開
始
す
る
7

－
8
歳
で
す
。
こ
の
こ
ろ
は
小
学
校
に
入
学

し
、
保
護
者
や
先
生
の
監
視
を
受
け
ず
に
校

庭
で
遊
ん
だ
り
、
通
学
を
し
た
り
し
始
め
る

た
め
、
生
活
環
境
の
中
に
外
傷
の
危
険
性
が

増
す
時
期
で
あ
る
た
め
で
す
。

実
際
に
受
診
さ
れ
る
状
態
と
し
て
、
歯
の

外
傷
に
は
①
歯
の
破
折
②
歯
の
脱
臼
③
歯
根

の
破
折　

等
が
あ
り
ま
す
。
直
ち
に
処
置
が

必
要
な
も
の
も
あ
れ
ば
経
過
観
察
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
乳
歯
の
場
合
は
後
続
永

久
歯
へ
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

《
参
考
文
献
》「
一
般
臨
床
家
、
口
腔
外
科
医
の
た
め
の

口
腔
外
科
ハ
ン
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル‘22

」ク
イ

ン
テ
ッ
セ
ン
ス
出
版 

編
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「焦点発作」

1 「焦点起始意識保持発作」

ミニコラム
小児科

Mini Column

「てんかん発作」
B. 焦点 (起始 )発作
～発作と思われていない
場合もありえます～

vol.05

 三谷　納
みたに         おさむ福山市民病院

小児科 科長

前回は「てんかん」の主症状の「てんかん発作」の総論につ
いてお話ししました。
今回はその中の「焦点(起始)発作」についてお話しします。
ただ、発作はたくさんあります。
そして、発作と思われていないで経過観察されている場
合も多くあります。
ただ、すべてを理解する必要はなく、ご自身やご家族が、どの

「てんかん発作」を持っているのか理解すればよい、と思います。

前回の「てんかん発作」の総論でもお話しまし
たが、「焦点発作」は大脳の一部が興奮して発作が
始まるものでしたね。
「焦点発作」は色々な分け方がありますが、大き
く分けて発作中に意識がある「焦点起始意識保持
発作（旧分類：単純部分発作）」、発作中に意識がな
い「焦点起始意識減損発作（旧分類：複雑部分発
作）」、大脳の一部の電気的興奮が大脳全体に広が
り、意識消失・全身のけいれんをきたす「焦点起始
両側強直間代発作（旧分類：二次性全般化）」にわ
けられます。
ここでは代表的な発作を紹介させていただき
ます。

顔や手足の一部が「ピクン・ピクン」と動いたり、突っ
張ったりする発作です。
運動を司る部位に電気的な興奮があった場合に起こり
ます。

自律神経を調節する部位に電気的興奮があった場合に
出現します。
主な症状としては、急な発汗、腹部の不快感からの嘔気・嘔
吐、動悸、皮膚の紅潮・蒼白などさまざまな症状が出現します。

少し前まで精神発作と呼ばれていた発作です。
急に不安感や恐怖感が出現したり、悲しくなったりする
こともあります。
以前経験した記憶や風景がよみがえってきたり(デジャ
ヴ)、人の言葉が理解できない、言葉が出てこずしゃべら
れなくなる症状があります。

感覚・五感を司る部位に電気的な興奮があった場合に起
こります。
視覚を司る部位の興奮→視野が狭くなる、光の玉が見え
る、歪んで物が見える
聴覚を司る部位の興奮→音や音楽が聞こえる(幻聴)
嗅覚を司る部位の興奮→不快な臭い（幻嗅）
などさまざまです。

脳の一部が興奮していますが、意識が保たれるために患者さん本人が発作症状を覚えているのが特
徴です。
症状は脳のどの部分が興奮しているかによって変わります。

A. 焦点起始運動発作

図1　「焦点(起始)発作」のイメージ図　
てんかんfor school https://www.tenkanfs.jp/　より引用

B. 焦点起始感覚発作

C. 焦点起始自律神経発作 D. 焦点起始情動発作、認知発作

図3　焦点起始感覚発作

図2　焦点起始運動発作

図4　焦点起始自律神経発作

図5 焦点起始情動発作、認知発作
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急に不安感や恐怖感が出現したり、悲しくなったりする
こともあります。
以前経験した記憶や風景がよみがえってきたり(デジャ
ヴ)、人の言葉が理解できない、言葉が出てこずしゃべら
れなくなる症状があります。

感覚・五感を司る部位に電気的な興奮があった場合に起
こります。
視覚を司る部位の興奮→視野が狭くなる、光の玉が見え
る、歪んで物が見える
聴覚を司る部位の興奮→音や音楽が聞こえる(幻聴)
嗅覚を司る部位の興奮→不快な臭い（幻嗅）
などさまざまです。

脳の一部が興奮していますが、意識が保たれるために患者さん本人が発作症状を覚えているのが特
徴です。
症状は脳のどの部分が興奮しているかによって変わります。

A. 焦点起始運動発作

図1　「焦点(起始)発作」のイメージ図　
てんかんfor school https://www.tenkanfs.jp/　より引用

B. 焦点起始感覚発作

C. 焦点起始自律神経発作 D. 焦点起始情動発作、認知発作

図3　焦点起始感覚発作

図2　焦点起始運動発作

図4　焦点起始自律神経発作

図5 焦点起始情動発作、認知発作
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追 記

vol.05小児科ミニコラム

このコラムが出る頃には、新型コロナウイルス
感染症も第5類感染症となり、長かったコロナ禍
も終わり、普段の生活が戻ってきている事と思い
ます。
この3年間はほとんど外出や遠出等できずに
いましたので、趣味を増やそうとパソコンの前で
過ごす時間が増えていました。約1年前のある日、
動画を見ているととある人が履いていたスニー
カーに目がいきました。
そのスニーカーはまさしく私が学生時代に欲
しくて欲しくて、早朝から並んだけど買えなかっ
たものでした。それからというもののスニーカー
愛にまた火がついてしまいました。
それから集めたのが、この写真。足が何本あっ
ても足りず、書斎の飾りとなっています

2 「焦点起始意識減損発作」 3 「焦点起始両側強直間代発作」

一部の電気的過剰興奮がやや範囲拡大した際には、発作
中に意識がはっきりしなくなります。上記の意識保持発
作から意識障がいに発展する場合もあります（例：腹部
の不快感→次第に意識減損など）。意識を失った際には
手もモゾモゾさせたり、口をモグモグ動かしたり、舌な
めずりをしたり、歩きだしたり、その場にそぐわない行
動を伴う事が多々認められます。
これを自動症といいます。成人の「焦点起始意識減損発
作」では多くは自動症を伴います。

脳の一部からの電気的異常興奮が脳の全体に広がった
際には、多くは全身の発作である強直間代発作、いわゆ
る「全身けいれん」へ移行します。強直間代発作は「全般
発作」でも認めるので次号で紹介しますね。

いかがでしたでしょうか？
焦点発作だけでもお腹いっぱいと思います。
ただ、発作と思われていない事も多々ありえます。
このコラムを読んでご自身で気になる症状等あれば、担
当医にご相談ください。
次回は全般発作について解説しますね。

図6　焦点起始意識減損発作

気になる

認知症ケアチームの話
本館4階病棟 認知症看護認定看護師 竹本 圭輔

第20回 認知症看護認定看護師ってどんな人？
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追 記

vol.05小児科ミニコラム

このコラムが出る頃には、新型コロナウイルス
感染症も第5類感染症となり、長かったコロナ禍
も終わり、普段の生活が戻ってきている事と思い
ます。
この3年間はほとんど外出や遠出等できずに
いましたので、趣味を増やそうとパソコンの前で
過ごす時間が増えていました。約1年前のある日、
動画を見ているととある人が履いていたスニー
カーに目がいきました。
そのスニーカーはまさしく私が学生時代に欲
しくて欲しくて、早朝から並んだけど買えなかっ
たものでした。それからというもののスニーカー
愛にまた火がついてしまいました。
それから集めたのが、この写真。足が何本あっ
ても足りず、書斎の飾りとなっています

2 「焦点起始意識減損発作」 3 「焦点起始両側強直間代発作」

一部の電気的過剰興奮がやや範囲拡大した際には、発作
中に意識がはっきりしなくなります。上記の意識保持発
作から意識障がいに発展する場合もあります（例：腹部
の不快感→次第に意識減損など）。意識を失った際には
手もモゾモゾさせたり、口をモグモグ動かしたり、舌な
めずりをしたり、歩きだしたり、その場にそぐわない行
動を伴う事が多々認められます。
これを自動症といいます。成人の「焦点起始意識減損発
作」では多くは自動症を伴います。

脳の一部からの電気的異常興奮が脳の全体に広がった
際には、多くは全身の発作である強直間代発作、いわゆ
る「全身けいれん」へ移行します。強直間代発作は「全般
発作」でも認めるので次号で紹介しますね。

いかがでしたでしょうか？
焦点発作だけでもお腹いっぱいと思います。
ただ、発作と思われていない事も多々ありえます。
このコラムを読んでご自身で気になる症状等あれば、担
当医にご相談ください。
次回は全般発作について解説しますね。

図6　焦点起始意識減損発作

気になる

認知症ケアチームの話
本館4階病棟 認知症看護認定看護師 竹本 圭輔

第20回 認知症看護認定看護師ってどんな人？

当院では2019年10月より、せん妄・認知症ケ
アチームの活動を開始いたしました。せん妄・認
知症ケアチームは「認知症による行動・心理症状
（BPSD）や意思疎通の困難さが見られ、身体疾患
の治療への影響が見込まれる患者に対し、多職種
が対応することで、認知症の悪化を予防し、身体
疾患の治療を円滑に受けられるようサポートする
こと」を目的として活動しています。せん妄・認知
症ケアチームのメンバーは、精神科医、脳神経内
科医、認知症看護認定看護師、精神保健福祉士、
公認心理師、薬剤師、理学療法士、作業療法士、
管理栄養士といった複数の職種から構成され、担
当医・病棟看護師と共に、認知症やせん妄患者さ
んの入院による混乱を予防・緩和するための支援
を行っております。今回は認知症看護認定看護師
についてご紹介します。
認知症看護認定看護師は日本看護協会が認定する

資格の一つで、期待される役割としては下記（表1）
があります。
私は本館4階病棟で病棟業務に従事する傍ら、週
2～ 3日は認定看護師として、せん妄・認知症ケ
アチームと精神科リエゾンチームの病棟ラウンド

を行っています。患者さん・ご家族の様子や反応、
全身状態を把握しながら各職種と認知症ケア、せ
ん妄の予防と対策についてカンファレンスを行い、
ケアに活かせるよう多職種と支援をしています。認
知症やせん妄でお困りのことなどありましたらいつ
でもご相談ください。

1）認知症者の意思を尊重し、権利を擁護する。
2）認知症者の状態像を統合的にアセスメントし、
各期に応じたケアの実践、ケア体制づくり、家
族のサポートを行う。

3）認知症の行動心理症状を悪化させる要因・誘因
に働きかけ、予防・緩和を行う。

4）認知症者にとって安心かつ安全な療養環境を調
整する。

5）認知症に係る保健・医療・福祉制度と、地域にある
社会資源を活用しながらケアマネジメントを行う。

6）多疾患合併による影響をアセスメントし、治療
的援助を含む健康管理を行う。

7）認知症看護の実践を通じて役割モデルを示し、
看護職に対して指導・相談対応を行う。

8）多職種と協働し、認知症に係る知識の普及とケ
アサービス推進の役割を担う。

（表1）認知症看護認定看護師に期待される役割
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看護部
研修
だより

第1回

2023年度
看護部研修スタート

2023年度看護部は、新たに新人看護職員41人を迎えました。

看護部教育委員会は、全ての看護職員に対して充実した教育研修を行うため「新人教育委員会」と「継続教育委員会」
で運営しています。
新人教育委員会は各部署の教育担当者（主査）が、新人看護職員の育成、研修の企画・運営を行っています。

継続教育委員会は各部署の教育委員から成り、クリニカルラダーに沿ったレ
ベル別研修や特定認定看護師・認定看護師が企画する「専門領域研修」を担当
しています。（表1）
看護師長会が企画する「看護倫理研修」、副看護師長会が企画する「リーダー

シップ研修」では、ラダーレベルにあわせeラーニングの動画講義をとりいれな
がら研修を行っています。

● 看護部理念 ●
日々の看護を見直し、自己を磨き、ぬくもりの届く看護をしよう

● 教 育 理 念 ●
病院理念および看護部理念に基づき、一人ひとりの臨床実践能力を高
め、患者ケアの質の向上が図れる看護師を育成する

● 教 育 目 的 ●
1. 質の高い根拠にもとづいた看護を提供できる看護師を育成する
2. 患者中心のチーム医療を提供できる優れた看護師を育成する
3. 専門職業人としての自己教育力を高め、自己啓発ができる看護師を

育成する
4. 看護師として必要な倫理的感性と、倫理的判断力を養う

〈表1〉専門領域研修（レベルⅡ-2以上）

〈図1〉チームで支援する教育システム「ローズシステム」

研　修　名 開催日 ね　ら　い 研　修　内　容 講　　師

緩和ケア
ELNEC-J

コアカリキュラム
看護師教育プログラム

6/28
7/5

人々へ質の高いエンド・オブ・ライフ・ケ
アを提供できるように知識・技術を習得
する

ELNEC-Ｊコアカリキュラム 緩和ケア認定看護師

透析患者の看護 10/17
11/21

透析療法を理解し、適切な観察・ケアがで
きる
腎臓病患者の特性を理解し質の高い看
護を提供できる

第1回　腎臓病の経過、観察ポイント
第2回　腎代替療法の特徴（透析・移植）薬、食事について
バスキュラーアクセスの管理

透析看護認定看護師

がん放射線療法看護
12/19
1/23
2/9

がん放射線療法とその看護についての
知識を深め、看護力の向上を図る

第1回　講義
　放射線治療とは・有害事象について
第2回　講義
　緩和照射と骨転移の疼痛ケア
第3回　見学・体験
　放射線治療を受ける患者の実際を知る
　〜環境・体位を体験～

がん放射線療法
看護認定看護師

がん性疼痛看護認定看
護師

ドレーン管理 3/5

腹腔内又は創部に挿入・留置されている
ドレーンの臨床に活かせる基礎知識・管
理について知り、質の高い看護を提供で
きる

ドレーン管理に必要な知識、各種ドレーン・カテーテルの種
類と特徴、患者ケア、ドレーンの性状、固定方法、観察とア
セスメント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

皮膚・排泄ケア
特定認定看護師

がん化学療法看護

11/2
12/5
1/30
2/6

がん化学療法の知識の向上

第1回　投与管理
第2回　がん化学療法の基礎的知識
第3回　アピアランスケア・乳がん患者の特徴と看護
第4回　免疫チェックポイント阻害剤について

がん化学療法看護認定
看護師

乳がん看護認定看護師

ＲＲＴ研修
7/19
8/16
12/20

病棟よりRRTコールができるコアとなる
人材の育成を行う 講義　演習　グループワーク RRTメンバー

せん妄・認知症看護 2/26
3/8

せん妄・認知症の病態及びケアについて
知識を深め看護ケアの向上を図る

第1回　せん妄の理解と対策
第2回　認知症ケア 認知症看護認定看護師
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看護部
研修
だより

第1回

2023年度
看護部研修スタート

4月に入職した新人看護職員は、約2週間にわたり集
合研修を受講します。生体管理技術、採血、注射、血糖
測定・インスリン注射、急変時の対応、感染管理、電子
カルテ操作や看護記録などの研修です。また、新採用者
のコミュニケーションを図る「仲間作り」の研修も企画し
ています。

これらの研修は認定看護師や各委員会メンバーが講師となります。

これから新人看護職員は、配属部署で実地
指導者からOJTで学び教育担当者などのサ
ポートを受けながら実践力を高めていきます。
OJT、Off‒JTの連動を図り、年間を通して研
修プログラムの実施により専門職業人として必
要な知識・技術・態度を習得できるように、支
援を行っていきたいと考えています。
福山市民病院のローズシステム（チーム支援

型教育システム）で新人看護職員の個々の成長
に応じた育成、サポートをしてまいります。（図1）

〈図1〉チームで支援する教育システム「ローズシステム」

新 採 用 看 護 職 員
集 合 研 修 の 様 子

＜インジェクション研修＞
安全に確実に実施するための知識·技術を習得します。
看護手順に沿って一つひとつ丁寧に説明し、7Rの確認、ダブルチェック

は確実に行えるよう指導します。手技の習得はシミュレーターを使用します。

＜生体機能管理技術＞
正しくバイタルサイン測定を行う看護技術の

習得、測定の目的や得られたデータをアセスメ
ントし看護に活かす過程を学びます。

＜BLS研修＞
急変時の早期発見、質の高い胸骨圧迫、

AEDの使用方法について学びます。

＜感染管理＞
標準予防策の目的を理解し、手指衛生や個

人防御具の着脱、吐物処理の方法を学びます。

＜血糖測定・インスリン注射＞
正しい血糖測定とインスリン療法について知識·技術を習得します。
看護師役·患者役になり演習を行います。ロールプレイでは患者さんに

寄り添った指導方法を考えます。
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Fukuyama City HospitalNEWS

研修医修了式を行いました

辞令交付式を行いました

病棟のテレビ等が定額料金制になりました

ご利用料金 申込方法

4月27日から29日に韓国ソウルで開催された第52回韓国腹腔
鏡・ロボット手術学会において，当院外科　門田一晃科長が最
優秀演題賞を受賞しました。

3月24日に研修医修了式を行いました。室院長から修了証が、
高倉病院事業管理者から志す分野の医学冊子が手渡されました。

2023年4月1日から、床頭台（テレビ、冷蔵庫、ランドリー）を定
額料金（330円/1日）でご利用いただけます。
本サービス開始に伴い、従来のテレビカードは2023年3月末日をもっ

て廃止となりました。テレビカードの残数がある場合は、本館１階ロ
ビーに設置している精算機で精算できます。（6月末まで）

1日あたり330円（税込） 本館1階の入院セット受付⑧窓口
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双
方
が
納
得
し
て
気
持
ち
よ
く
診
察
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
ご
家
族
が
不
安

に
な
っ
た
り
治
験
薬
の
副
作
用
を
心
配
し
た

場
合
の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
を
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
解
決
で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば

私
か
ら
回
答
し
、
ご
家
族
が
医
師
の
回
答

を
求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
私
か
ら
医
師

に
伝
え
て
、
そ
の
回
答
を
ご
家
族
に
連
絡
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
携
帯
番
号
を
ご
家
族
に
伝
え
て
、

休
日
で
も
24
時
間
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
R
S
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
治

験
で
あ
れ
ば
、
朝
の
5
時
に
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
慢
性
疾

患
の
治
験
で
あ
れ
ば
そ
ん
な
時
間
帯
に
連

絡
が
く
る
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

夜
中
や
朝
方
に
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と

は
年
に
数
回
で
す
。

休
日
に
対
応
が
必
要
に
な
り
、
出
勤
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
被
験
者
さ
ん
の
調

子
が
悪
く
な
り
受
診
し
た
い
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
先
に
病
院
に
来
て
担
当
医
師
に

知
ら
せ
、
そ
れ
か
ら
患
者
さ
ん
を
迎
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
1
年
以
降
、

3
6
5
日
小
児
科
医
師
は
病
院
に
常
駐
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
例
え
担
当
の

医
師
で
は
な
い
場
合
で
も
小
児
科
医
師
が

必
ず
診
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

被
験
者
と
そ
の
ご
家
族
へ
の
対
応
を

し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
、
被
験
者
と
の
信

頼
関
係
が
強
固
な
も
の
に
な
り
、
そ
し
て

被
験
者
側
の
不
安
を
き
ち
ん
と
取
り
除

く
こ
と
で
、
治
験
担
当
医
師
が
安
心
し
て

治
験
を
実
施
で
き
る
環
境
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、退
院
の
時
に
心
電
図
や
採
血
な
ど
、

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
検
査
の
オ
ー
ダ
ー
は

全
て
こ
ち
ら
で
準
備
し
、
治
験
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
医
師
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
が

極
力
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

治
験
終
了
時
に
は
そ
の
後
の
治
療
に
ど

う
つ
な
げ
て
い
く
か
が
大
切
で
す
。
治
験
が

終
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
終
わ
り
で

は
な
く
、
今
後
の
治
療
は
ど
ん
な
も
の
が
選

択
で
き
る
か
、
被
験
者
に
選
択
肢
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
、
そ
の
治
療
が
軌
道
に

の
る
ま
で
見
守
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
小
児
科
の
治
験
依
頼
が
増
え

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

次
号
で
は
、
治
験
に
参
加
し
て
く
れ

た
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
作
成
し
た

冊
子『
未
来
の
き
み
へ
』
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

治
験
管
理
室
　
上
原 

宏
美
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第2回

小
児
治
験
の
取
り
組
み

小
児
治
験
の
取
り
組
み

医
師
と
の
連
携
と

　
　被
験
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

回答内容

心温まるご意見ありがとうございます。
お言葉を励みに今後も頑張ります。

対応
回答者

診療部

不快な思いをさせてしまい申し訳ございま
せんでした。診療部として、まずは個人的
に指導したいと思います。病院全体として
も医師に対して講習会などで接遇改善およ
びコミュニケーションスキルの向上に努めて
参りたいと存じます。

ご意見ありがとうございました

本日退院を迎える事になりました。先生・
看護師さん他たくさんの方にお世話になり、
ありがとうございました。不自由なく過ごし
た日常から入院生活に変わり、不安な気持
ちでしたが、看護師さんに優しく接してもら
うことで安心へと変わりました。手術室へ
向かう途中に新人看護師さんから掛けても
らった「大丈夫ですよ！」の一言で自然と
笑顔になれました。変則勤務で大変なお仕
事とは思いますが、通勤も含めくれぐれも
ご自愛ください。

手術当日と次の日に 2 人のブルーストラッ
プの新人看護師さんが担当してくれまし
た。1 日目は手術前の不安な気持ちを和
らげる元気な方で、2 日目は手術後の痛
みのある中「〇〇さん、調子はいかがで
すか？」と心地良いトーンで声を掛けてく
れる方でした。たまたま私にあった看護
師さんだったんでしょうが、気持ちの落ち
着ける 2 人でした。人にはそれぞれ個性
があります。たくさんの経験を積んで立派
な看護師さんになってください。

入口で対応してくださる女
性が親切でした。帰りも
声をかけてくださいます。
嬉しいです。

本日受診しました。先生もお忙しいのは分かるの
ですが、患者をバカにしているような聞き方はす
ごく不愉快でした。父の付添いで来たのですが、
父がいつもこのような言われ方をしているのかと
思い不安になりました。他の職員の方は、とても
丁寧に対応してくださるのに残念でした。

回答者

管理課

ご不便おかけして申し訳ございませんでし
た。ゆうちょ銀行についてはローソン内に
設置している ATM で利用可能ですので、
ご活用ください。

ATMについて
郵便局も取り扱ってほしい。

回答者

薬剤科

ご迷惑をお掛けし申し訳ございません。
お薬手帳に貼るラベルですが、現在、希望
される患者さんに対し、申し出があった場
合に発行させて頂く運用としております。
ご不便をおかけし申し訳ありませんが、ご
理解頂きますようお願い申し上げます。

治療・手術で入院し、退院時に受ける薬の管理
について
お薬手帳に貼り付ける事ができるラベルを出して
欲しい。外来診察時の処方薬を院外薬局で受け
る時は、お薬手帳にラベルを貼っていただけます。
外来診察時の院内処方時は薬局の方にお願いす
れば、お薬手帳に貼るラベルを出して頂けます。
退院時の院内処方薬を受け取る際は、Ａ4紙の説
明のみで、なぜ手帳に貼る小さなラベルが出な
いのでしょうか？改善をお願い申し上げます。

その他

その他

回答者

地域医療
連携課

ご迷惑をおかけいたしております。感染
症対策の観点から、患者さんの安全を考
慮し、患者サロンを再開するのは難しいと
考えています。がん相談支援センターは開
いておりますので、ご相談等ありましたら
是非ご利用ください。患者サロンは、オ
ンラインでの開催を検討中です。ご理解い
ただきますようお願いいたします。

がん患者さんのために、早くサロンを再開してほ
しいです。お願いします。その他

病院利用者の
皆さまからのご意見箱

謝意
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診療科 月 火 水 木 金 備考
看
護
外
来

リンパ浮腫外来  − − − − 村
ムラカミ

上  実
ミ ホ

穂／三
ミウラ

浦 早
サナエ

苗 リンパ浮腫外来→乳腺甲状腺外科
糖尿病看護外来→内科外来糖尿病看護外来  永

ナガイ
井 美

ミ キ
貴 − 永

ナガイ
井 美

ミ キ
貴 − 永

ナガイ
井 美

ミ キ
貴

眼　科

午前

山
ヤマモト

本  美
ミ ホ

穂 高
タカハシ

橋  耕
コウスケ

介 奥
オ ク ダ

田 聖
セイドウ

瞳 高
タカハシ

橋  耕
コウスケ

介 辻
ツジ

 彰
アキヒロ

洋

※1 斜視弱視外来（予約制）

辻
ツジ

 彰
アキヒロ

洋 山
ヤマモト

本  美
ミ ホ

穂 山
ヤマモト

本  美
ミ ホ

穂 奥
オ ク ダ

田 聖
セイドウ

瞳 奥
オ ク ダ

田 聖
セイドウ

瞳
− 奥

オ ク ダ
田 聖

セイドウ
瞳 − − −

− − − 辻
ツジ

 彰
アキヒロ

洋 −

午後

− 高
タカハシ

橋  耕
コウスケ

介 濵
ハマザキ

㟢  一
イチロウ

郎  ※1 辻
ツジ

 彰
アキヒロ

洋 −

− 奥
オ ク ダ

田 聖
セイドウ

瞳 − 河
コウノ

野 玲
レイカ

華 ※1 −

− 辻
ツジ

 彰
アキヒロ

洋 − 高
タカハシ

橋  耕
コウスケ

介 −

− − − 山
ヤマモト

本  美
ミ ホ

穂 −

耳鼻咽喉科・
頭頸部外科

午前 山
ヤマシタ

下  安
ヤスヒコ

彦 野
ノ ダ

田 洋
ヨウヘイ

平 − 山
ヤマシタ

下  安
ヤスヒコ

彦 野
ノ ダ

田 洋
ヨウヘイ

平

平
ヒライ

井 悠
ハルカ

上
ウエノ

野 雄
ユウスケ

介 − 平
ヒライ

井 悠
ハルカ

上
ウエノ

野 雄
ユウスケ

介
午後 − − − − −

外　科

午前

高
タカ

倉
クラ

 範
ノリ

尚
ヒサ

 事業管理者 貞
サダモリ

森  裕
ヒロシ

 副院長 日
ヒオキ

置 勝
マサヨシ

義（肝胆膵） 淺
アサミ

海 信
シンヤ

也（上部消化管） 貞
サダモリ

森  裕
ヒロシ

 副院長

淺
アサミ

海 信
シンヤ

也（上部消化管） 黒
クロセ

瀬 洋
ヨウヘイ

平（下部消化管） − 香
カガワ

川 哲
テツヤ

也（上部消化管） 黒
クロセ

瀬 洋
ヨウヘイ

平（下部消化管）

石
イシカワ

川　亘
ワタル

（下部消化管） 門
モンデン

田  一
カズテル

晃（肝胆膵） − 三
ミ

浦
ウラ

　奈
ナ オ コ

緒子（下部消化管） −

− 近
コンドウ

藤  祐
ユウヘイ

平（上部消化管） − 岩
イワサキ

崎 寿
トシミツ

光（肝胆膵） −

午後

− 貞
サダモリ

森  裕
ヒロシ

 副院長 − 淺
アサミ

海 信
シンヤ

也（上部消化管） −

− 黒
クロセ

瀬 洋
ヨウヘイ

平（下部消化管） − 香
カガワ

川 哲
テツヤ

也（上部消化管） −

− 門
モンデン

田  一
カズテル

晃（肝胆膵） − 三
ミ

浦
ウラ

　奈
ナ オ コ

緒子（下部消化管） −

− 近
コンドウ

藤  祐
ユウヘイ

平（上部消化管） − 日
ヒオキ

置 勝
マサヨシ

義（肝胆膵） −

− 担当医 ストーマ外来 門
モンデン

田  一
カズテル

晃（肝胆膵） −

呼吸器外科

午前
− 山

ヤマダ
田 英

エイジ
司 富

トミ
岡
オカ

 泰
ヤス

章
アキ − 室

ムロ
 雅
マサヒコ

彦 院長
− − − − 山

ヤマダ
田 英

エイジ
司

午後
− 室

ムロ
 雅
マサヒコ

彦 院長 富
トミ

岡
オカ

 泰
ヤス

章
アキ − −

− 山
ヤマダ

田 英
エイジ

司 − − −

乳腺甲状腺外科

午前
池
イケダ

田 雅
マサヒコ

彦 久
ク ボ

保 慎
シンイチロウ

一 郎（紹介・初診） 池
イケダ

田 雅
マサヒコ

彦 久
ク ボ

保 慎
シンイチロウ

一 郎（紹介・初診） 久
ク ボ

保 慎
シンイチロウ

一 郎

毎週月・水・金曜日は予約のみ

− 桑
クワハラ

原 ちひろ（初診） − 桑
クワハラ

原 ちひろ（初診） 池
イケダ

田 雅
マサヒコ

彦
− 山

ヤマシタ
下  哲

テツマサ
正 − 山

ヤマシタ
下  哲

テツマサ
正 −

午後

− 久
ク ボ

保 慎
シンイチロウ

一 郎（紹介・初診） 池
イケダ

田 雅
マサヒコ

彦（紹介） 久
ク ボ

保 慎
シンイチロウ

一 郎（紹介・初診） 池
イケダ

田 雅
マサヒコ

彦（紹介）
− 桑

クワハラ
原 ちひろ − 桑

クワハラ
原 ちひろ −

− 山
ヤマシタ

下  哲
テツマサ

正 − 山
ヤマシタ

下  哲
テツマサ

正（紹介） −

小児外科
午前 − − − − 谷

タニ
　守

モリミチ
通

午後 − 谷
タニ

　守
モリミチ

通 − − −

泌尿器科

午前
黒
クロセ

瀬 恭
キョウヘイ

平 村
ムラタ

田 匡
タダシ

岡
オカモト

本 悠
ユウスケ

佑 村
ムラタ

田 匡
タダシ

黒
クロセ

瀬 恭
キョウヘイ

平

※1 第1・3・5 週  岡本医師
　第2・4週  三宅医師

高
タカモト

本 篤
アツシ − 高

タカモト
本 篤

アツシ − 村
ムラタ

田 匡
タダシ

三
ミヤケ

宅 修
シュウジ

司 − 浅
アサハラ

原 啓
ケイスケ

介 − 岡
オカモト

本  悠
ユウスケ

佑／三
ミヤケ

宅 修
シュウジ

司※1

午後
黒
クロセ

瀬 恭
キョウヘイ

平 − 岡
オカモト

本 悠
ユウスケ

佑 − 黒
クロセ

瀬 恭
キョウヘイ

平

高
タカモト

本 篤
アツシ − 高

タカモト
本 篤

アツシ − 村
ムラタ

田 匡
タダシ

三
ミヤケ

宅 修
シュウジ

司 − 浅
アサハラ

原 啓
ケイスケ

介 − 岡
オカモト

本  悠
ユウスケ

佑／三
ミヤケ

宅 修
シュウジ

司※1

産婦人科

午前
（初診） 早

ハヤタ
田 桂

ケイ
高
タカハラ

原 悦
エツコ

子 青
アオエ

江 尚
ヒサシ

志 篠
シノザキ

﨑 真
マ リ ナ

里奈 兼
カネモリ

森  美
ミ ホ

帆 ※1 第1・3・5週 青江医師
　　第2・4週午前 早田医師
　　第2・4週午後 兼森医師
※2 妊婦健診予約のみ
　　産褥1ヶ月健診予約のみ

午後の外来は予約制

午前
（妊婦健診） 青

アオエ
江 尚

ヒサシ
志 兼

カネモリ
森  美

ミ ホ
帆 篠

シノザキ
﨑 真

マ リ ナ
里奈 高

タカハラ
原 悦

エツコ
子 青

アオエ
江 尚

ヒサシ
志／早

ハヤタ
田 桂

ケイ
 ※1

午前 兼
カネモリ

森  美
ミ ホ

帆 − 早
ハヤタ

田 桂
ケイ − 高

タカハラ
原 悦

エツコ
子

午後 早
ハヤタ

田 桂
ケイ
（NIPT等） 胎児心エコー 篠

シノザキ
﨑 真

マ リ ナ
里奈 胎児心エコー 高

タカハラ
原 悦

エツコ
子（産後等）

青
アオエ

江 尚
ヒサシ

志 胎児スクリーニング 早
ハヤタ

田 桂
ケイ
（NIPT等） 大

オオヒラ
平 安

ア キ コ
希子（胎児スクリーニング） 青

アオエ
江 尚

ヒサシ
志／兼

カネモリ
森 美

ミ ホ
帆 ※1※2

整形外科

午前

山
ヤマ

名
ナ

 圭
ケイ

哉
ヤ
（脊椎） − 山

ヤマ
名
ナ

 圭
ケイ

哉
ヤ
（脊椎） − 川

カワバタ
溿  雄

カツヒロ
大(初診)

山名医師は脊椎専門外来（予
約）

寺
テラダ

田 忠
チュウジ

司(初診) 青
アオ

山
ヤマ

 美
ミ

奈
ナ

絵
エ

(初診) 鳥
トリヤマ

山 貴
タカヒロ

裕(初診) 川
カワバタ

溿  雄
カツヒロ

大(初診) 寺
テラ

田
ダ

 忠
チュウジ

司

保
ホ リ

利 忠
タダヒロ

宏(初診) 藤
フジイ

井 貴
タカアキ

昭(初診) 岡
オカダ

田 幸
ユキマサ

正(初診) 市
イチカワ

川  天
タカヒコ

彦(初診) 鳥
トリヤマ

山 貴
タカヒロ

裕

市
イチカワ

川  天
タカヒコ

彦(初診) − 近
コンドウ

藤 洵
ジュンヤ

也(初診) − 藤
フジイ

井 貴
タカアキ

昭(初診)

午後 岡
オカダ

田 幸
ユキマサ

正 − 川
カワバタ

溿　雄
カツヒロ

大 − −

青
アオ

山
ヤマ

 美
ミ

奈
ナ

絵
エ − 保

ホ リ
利 忠

タダヒロ
宏 − 近

コンドウ
藤 洵

ジュンヤ
也

リハビリテーション科
午前 藤

フジイ
井 俊

トシヒロ
宏 藤

フジイ
井 俊

トシヒロ
宏 藤

フジイ
井 俊

トシヒロ
宏 藤

フジイ
井 俊

トシヒロ
宏 藤

フジイ
井 俊

トシヒロ
宏 紹介予約のみです。

午後 − − − − −

形成外科
午前 山

ヤマモト
本  康

ヤスヒロ
弘 − 山

ヤマモト
本  康

ヤスヒロ
弘 − 山

ヤマモト
本  康

ヤスヒロ
弘

大
オオモリ

森  啓
ヒロシ

史 − 大
オオモリ

森  啓
ヒロシ

史 − 大
オオモリ

森  啓
ヒロシ

史
午後 − − − − −

皮膚科
午前 中

ナカガワ
川  祐

ユ キ
貴 中

ナカガワ
川  祐

ユ キ
貴 中

ナカガワ
川  祐

ユ キ
貴 中

ナカガワ
川  祐

ユ キ
貴 中

ナカガワ
川  祐

ユ キ
貴

午後 − − − − −

歯科口腔外科
午前

目
メ セ

瀬 浩
ヒロシ

目
メ セ

瀬 浩
ヒロシ − 目

メ セ
瀬 浩

ヒロシ
目
メ セ

瀬 浩
ヒロシ

初診は完全予約制です。山
ヤマモト

本  大
ダイスケ

介 山
ヤマモト

本  大
ダイスケ

介 − 山
ヤマモト

本  大
ダイスケ

介 山
ヤマモト

本  大
ダイスケ

介

高
タカ

倉
クラ

 裕
ヒロ

明
アキ

高
タカ

倉
クラ

 裕
ヒロ

明
アキ − 高

タカ
倉
クラ

 裕
ヒロ

明
アキ

高
タカ

倉
クラ

 裕
ヒロ

明
アキ

午後 − − − − −

最新の外来診療担当表は
こちらからご覧ください
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2023年（令和5年）5月1日現在

診療科 月 火 水 木 金 備考

内　科

午前

藪
ヤブシタ

下  和
カズヒサ

久（肝臓） 赤
アカギ

木 貴
タカヒコ

彦  ※1 藪
ヤブシタ

下  和
カズヒサ

久（肝臓） 大
オオニシ

西 理
アヤノ

乃（肝臓） 中
ナカノ

野 和
カズヒサ

久 ※1

※1 リウマチ、
　　膠原病専門外来は
　　毎週火・金曜日午前です。

石
イシハラ

原 朗
アキオ

雄（肝臓） 植
ウエキ

木 亨
トオル

 副院長（胆膵） 安
ヤスナカ

中  哲
テツヤ

也（肝臓） 小
オガワ

川 恒
ツネヨシ

由（胆膵） 植
ウエキ

木 亨
トオル

 副院長（胆膵）

長
ナガス

洲 一
ハジメ

（腎臓） 小
オ

田
ダ

 尚
ナオ

廣
ヒロ
（呼吸） 小

オ
田
ダ

 尚
ナオ

廣
ヒロ
（呼吸） 十

トクラ
倉 健

タケヒコ
彦（腎臓） 十

トクラ
倉 健

タケヒコ
彦（腎臓）

三
ミタニ

谷 玲
レ オ

雄（呼吸） 末
スエツグ

次 慶
ヨシマサ

收（血液） 三
ミタニ

谷 玲
レ オ

雄（呼吸） 杉
スギハラ

原  尚
タカシ

（血液） 末
スエツグ

次  慶
ヨシマサ

收（血液）

小
コバヤシ

林  沙
サ ヨ

代（消化管） 髙
タカタ

田 一
イチロウ

郎（呼吸） 根
ネギシ

岸 慎
シン
（消化管） 名

ナ ワ
和 徹

トオル
（消化管） 髙

タカダ
田 一

イチロウ
郎（呼吸）

小
オガワ

川 恒
ツネヨシ

由（胆膵） 名
ナ ワ

和 徹
トオル

（消化管） 大
オオニシ

西  章
アキフミ

史（腎臓） 小
コバヤシ

林  沙
サ ヨ

代（消化管） 田
タジリ

尻 和
カズヤ

也（消化管）

高
タカハシ

橋  寛
ヒロコ

子（糖尿） 安
ヤスナカ

中  哲
テツヤ

也（肝臓） 前
マエダ

田 恵
エ ミ

実（糖尿） − 皿
サラガイ

谷 洋
ヨウスケ

祐（胆膵）

寺
テラオ

尾 正
マサコ

子（化学療法） 越
オ チ

智 清
キヨアキ

暁 寺
テラオ

尾 正
マサコ

子（化学療法） − 高
タカハシ

橋  寛
ヒロコ

子（糖尿）
− 大

オオニシ
西  章

アキフミ
史（腎臓） − − 辰

タツカワ
川  匡

マサシ
史（肝臓）

午後 （予約のみ） （予約のみ） （予約のみ） 西
ニシ

 達
タツヤ

也（呼吸器） （予約のみ）
（予約のみ）

脳神経内科
午前 − 深

フカイ
井 雄

ユウタ
太 深

フカイ
井 雄

ユウタ
太（再診） 深

フカイ
井 雄

ユウタ
太 −

午後 − 深
フカイ

井 雄
ユウタ

太 − 深
フカイ

井 雄
ユウタ

太 −

小児科

午前

三
ミタニ

谷 納
オサム

難
ナンバ

波　貴
タカヒロ

弘 河
カワヅ

津 由
ユ キ コ

紀子 三
ミタニ

谷 納
オサム

三
ミ タ ニ

谷 納
オサム

※3 ／大
オオモリ

守伊
イ オ リ
織※4

※1　第1・3・5週
※2　第2又は4週
※3　第1・3・4・5週
※4　第2週
午後の専門外来は予約制です。

安
ヤスイ

井 雅
マサト

人 占
ウラベ

部 智
サトコ

子 安
ヤスイ

井 雅
マサト

人 安
ヤスイ

井 雅
マサト

人 難
ナンバ

波　貴
タカヒロ

弘

日
ヒオキ

置 里
サオリ

織 村
ムラ

岡
オカ

 倫
ミチ

子
コ

日
ヒオキ

置 里
サオリ

織 占
ウラベ

部 智
サトコ

子 中
ナカムラ

村  祐
ユウタ

太

村
ムラ

岡
オカ

 倫
ミチ

子
コ

飛
トビウメ

梅　斎
ヒトシ

（内分泌） 津
ツ ゲ

下 充
ミツル

（アレルギー） 桜
サクライ

井 百
モモコ

子（アレルギー） 桜
サクライ

井 百
モモコ

子（アレルギー）

小
コデラ

寺 亜
ア ヤ

矢（心臓） 鷲
ワシオ

尾 洋
ヨウスケ

介（発達） 池
イケ

田
ダ

 政
マサ

憲
ノリ
（アレルギー） 河

カワヅ
津 由

ユ キ コ
紀子（心臓） −

午後

難
ナンバ

波　貴
タカヒロ

弘 小
コデラ

寺 亜
ア ヤ

矢（心臓） 河
カワヅ

津 由
ユ キ コ

紀子（心臓） 三
ミタニ

谷　納
オサム

（神経） 三
ミタニ

谷 納
オサム

(神経)※3 ／大
オオモリ

守伊
イオリ
織※4

安
ヤスイ

井 雅
マサト

人（腎臓） 占
ウラベ

部 智
サトコ

子 安
ヤスイ

井 雅
マサト

人（腎臓） 安
ヤスイ

井 雅
マサト

人（腎臓） 村
ムラ

岡
オカ

 倫
ミチ

子
コ
（血液）

日
ヒオキ

置 里
サオリ

織（心臓） 予防接種 飛
トビウメ

梅　斎
ヒトシ

 ※1／小
コデラ

寺 亜
ア ヤ

矢 ※2 飛
トビウメ

梅　斎
ヒトシ

（内分泌） 乳児検診

村
ムラ

岡
オカ

 倫
ミチ

子
コ
（血液） 飛

トビウメ
梅　斎

ヒトシ
（内分泌） 馬

バ
場
バ

 健
ケン

児
ジ
（小児循環） 桜

サクライ
井 百

モモコ
子（アレルギー） 桜

サクライ
井 百

モモコ
子（アレルギー）

小
コデラ

寺 亜
ア ヤ

矢（心臓） − 池
イケ

田
ダ

 政
マサ

憲
ノリ

（アレルギー） 池
イケ

田
ダ

 政
マサ

憲
ノリ

（アレルギー） 日
ヒオキ

置 里
サオリ

織（心臓）

腫瘍内科
午前 遠

エンドウ
藤 久

ヒサシ
之 遠

エンドウ
藤 久

ヒサシ
之 遠

エンドウ
藤 久

ヒサシ
之 遠

エンドウ
藤 久

ヒサシ
之 遠

エンドウ
藤 久

ヒサシ
之

麻
アソ

生
ウ

 光
テル

美
ミ

麻
アソ

生
ウ

 光
テル

美
ミ

麻
アソ

生
ウ

 光
テル

美
ミ

麻
アソ

生
ウ

 光
テル

美
ミ

麻
アソ

生
ウ

 光
テル

美
ミ

午後 − − − − −

放射線治療科

午前
小
コバヤシ

林  満
ミツル

（初診） 小
コバヤシ

林  満
ミツル

小
コバヤシ

林  満
ミツル

（初診） 小
コバヤシ

林  満
ミツル

小
コバヤシ

林  満
ミツル

松
マツダ

田 恵
ケイジ

治 松
マツダ

田 恵
ケイジ

治（初診） 松
マツダ

田 恵
ケイジ

治 松
マツダ

田 恵
ケイジ

治（初診） 松
マツダ

田 恵
ケイジ

治（初診）

午後
小
コバヤシ

林  満
ミツル

（初診） 小
コバヤシ

林  満
ミツル

（初診） 小
コバヤシ

林  満
ミツル

（初診） 小
コバヤシ

林  満
ミツル

小
コバヤシ

林  満
ミツル

松
マツダ

田 恵
ケイジ

治 松
マツダ

田 恵
ケイジ

治 松
マツダ

田 恵
ケイジ

治 松
マツダ

田 恵
ケイジ

治（初診） 松
マツダ

田 恵
ケイジ

治（初診）

精神腫瘍科
午前

平
タイラ

 俊
トシヒロ

浩（初・再診） 平
タイラ

 俊
トシヒロ

浩（初・再診） 平
タイラ

 俊
トシヒロ

浩（初・再診） − 平
タイラ

 俊
トシヒロ

浩（初・再診）
初診は完全予約制です。小

オ ダ
田 幸

コウジ
治（院内リエゾン） 小

オ ダ
田 幸

コウジ
治（院内リエゾン） − 小

オ ダ
田 幸

コウジ
治（院内リエゾン） 小

オ ダ
田 幸

コウジ
治（院内リエゾン）

午後 小
オ ダ

田 幸
コウジ

治（院内リエゾン） − − 小
オ ダ

田 幸
コウジ

治（院内リエゾン） 小
オ ダ

田 幸
コウジ

治（院内リエゾン）

緩和ケア科
午前 岡

オカザキ
崎  正

マサノリ
典 岡

オカザキ
崎  正

マサノリ
典 岡

オカザキ
崎  正

マサノリ
典 岡

オカザキ
崎  正

マサノリ
典 −

初診は完全予約制です。
午後 岡

オカザキ
崎  正

マサノリ
典 − 岡

オカザキ
崎  正

マサノリ
典 − 岡

オカザキ
崎  正

マサノリ
典

麻酔科・がん
ペインクリニック

午前
術前外来 術前外来 術前外来 術前外来 術前外来

小
コヤマ

山 祐
ユウスケ

介（予約制） 小
コヤマ

山 祐
ユウスケ

介（予約制） − 小
コヤマ

山 祐
ユウスケ

介（予約制） 小
コヤマ

山 祐
ユウスケ

介（予約制）
午後 小

コヤマ
山 祐

ユウスケ
介（予約制） 小

コヤマ
山 祐

ユウスケ
介（予約制） − − −

循環器内科

午前
荒
アライ

井 靖
ヤスノリ

典（初診） 吉
ヨシ

川
カワ

 昌
マサ

樹
キ
（初診） 森

モリモト
本  芳

ヨシマサ
正（初診） 吉

ヨシ
川
カワ

 昌
マサ

樹
キ
（再診） 津

ツシマ
島 龍

リュウ

加
カトウ

藤 雄
ユウイチ

一 内
ナイ

藤
トウ

 洋
ヨウ

一
イチ

郎
ロウ
（再診） 津

ツシマ
島 龍

リュウ
（再診） 森

モリモト
本  芳

ヨシマサ
正（再診） 香

カガワ
川 健

ケンゾウ
三（初診）

− − − 内
ナイ

藤
トウ

 洋
ヨウ

一
イチ

郎
ロウ
（初診） 荒

アライ
井 靖

ヤスノリ
典（再診）

午後
荒
アライ

井 靖
ヤスノリ

典 吉
ヨシ

川
カワ

 昌
マサ

樹
キ

森
モリモト

本  芳
ヨシマサ

正 吉
ヨシ

川
カワ

 昌
マサ

樹
キ

津
ツシマ

島 龍
リュウ

加
カトウ

藤 雄
ユウイチ

一 内
ナイ

藤
トウ

 洋
ヨウ

一
イチ

郎
ロウ

津
ツシマ

島 龍
リュウ

森
モリモト

本  芳
ヨシマサ

正 香
カガワ

川 健
ケンゾウ

三
ペースメーカー外来 − − 内

ナイ
藤
トウ

 洋
ヨウ

一
イチ

郎
ロウ

荒
アライ

井 靖
ヤスノリ

典

心臓血管外科

午前
末
スエ

澤
ザワ

 孝
タカ

徳
ノリ − 喜

キオカ
岡 幸

ユキオ
央 − 喜

キオカ
岡 幸

ユキオ
央

− − 林
ハヤ

田
シダ

 智
トモ

博
ヒロ − −

午後
末
スエ

澤
ザワ

 孝
タカ

徳
ノリ − 喜

キオカ
岡 幸

ユキオ
央 − 喜

キオカ
岡 幸

ユキオ
央

− − 林
ハヤ

田
シダ

 智
トモ

博
ヒロ − −

放射線診断・
IVR科 − 井

イ ダ
田 健

ケンタロウ
太郎　　兵

ヒョウドウ
頭 剛

ツヨシ
　　佐

サエキ
伯 基

モトツグ
次　　稲

イナイ
井 良

リョウタ
太　　福

フクマ
間 省

ショウゴ
吾　　大

オオハラ
原 小

サ ユ リ
百合

医療機関からの予約により、　　
画像診断を行っております。

脳神経外科

午前
大
ダイドウ

同  茂
シゲル

（初・再診） 金
キン

 一
イッテツ

徹（初・再診） 大
ダイドウ

同　茂
シゲル

（再診） − 平
ヒラタ

田 雄
ユウイチ

一（初・再診）
※1てんかん・パーキンソン病外来は第

1.3.5週のみ診察します。
※2脳血管内治療 専門外来は第1

週の水曜日午後です。脳神経外
科で行います。

坪
ツボイ

井 伸
ノブシゲ

成（再診） − 坪
ツボイ

井 伸
ノブシゲ

成（初・再診） − 有
アリサワ

澤  正
タダシ

（再診）
− − − − 金

キン
　一

イッテツ
徹（再診）

午後
− 有

アリサワ
澤　正

タダシ
（再診） 佐

サ サ キ
々木 達

タツヤ
也 ※1 − −

− − 杉
スギ　ウ

生  憲
ケンジ

志 ※2 − −

がんゲノム外来 − 久
ク ボ

保 慎
シンイチロウ

一郎　　寺
テラオ

尾 正
マサコ

子
完全予約制：がんゲノム医療事務局が予約調整
します。詳しくはホームページをご覧ください。

看
護
外
来

母乳外来 担当助産師 担当助産師 担当助産師 担当助産師 − 予約は直接各外来へお願いします。
母乳外来→産婦人科
ストーマ外来→外科・泌尿器科
がん看護外来→各診療科

ストーマ外来 − − 木
キノシタ

下  伊
イ ツ ミ

都美 − −

がん看護外来 賀
カイデ

出 朱
アケミ

美 賀
カイデ

出 朱
アケミ

美 賀
カイデ

出 朱
アケミ

美 賀
カイデ

出 朱
アケミ

美 賀
カイデ

出 朱
アケミ

美

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
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リンゴジュースと
リンゴジュースとおせんべいをたべたよ
おせんべいをたべたよ

ライオンみーつけたライオンみーつけた
シールをペタンシールをペタン

おやつの後は動物カードを使って 
シールラリーをして遊びました。

いつもと違う雰囲気の中で
たべるおやつはおいしいね

色々な動物カードを見ながら園庭内をお散歩

ライオン、うさぎ、キリンを見つけたらキキララキキラシールラシールを貼ってメダル完成


